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   Ｇ０１Ｎ  33/543    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/48     (2006.01)
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【ＦＩ】
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【誤訳訂正書】
【提出日】令和3年3月29日(2021.3.29)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００５】
　本明細書に開示されるものには、サンプル同定のための方法が含まれる。いくつかの実
施形態では、本方法は、複数のサンプルの各々に由来する１つ以上の細胞を、複数のサン
プルインデックス付加組成物（サンプルインデックス用組成物、sample indexing compos



(2) JP 2020-522262 A5 2021.5.20

ition）のうちの１つのサンプルインデックス付加組成物と接触させる工程であって、１
つ以上の細胞が、１つ以上の抗原標的を含み、複数のサンプルインデックス付加組成物の
少なくとも１つのサンプルインデックス付加組成物が、２つ以上の抗原結合試薬（たとえ
ば、タンパク質結合試薬及び抗体）を含み、２つ以上の抗原結合試薬の各々が、サンプル
インデックス付加オリゴヌクレオチドに関連付けられ、２つ以上の抗原結合試薬の少なく
とも１つが、１つ以上の抗原標的の少なくとも１つに特異的に結合することが可能であり
、サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、サンプルインデックス付加配列を含
み、複数のサンプルインデックス付加組成物の少なくとも２つのサンプルインデックス付
加組成物のサンプルインデックス付加配列が、異なる配列を含む工程と；複数のバーコー
ドを用いて、サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドにバーコードを付けて、複数
のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを生成する工程と；複数
のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドのシーケンシングデータ
を取得する工程と；複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチド
の少なくとも１つのバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドのサン
プルインデックス付加配列に基づいて、１つ以上の細胞の少なくとも１つの細胞のサンプ
ル起源を同定する工程（たとえば、少なくとも１つのバーコード付きサンプルインデック
ス付加オリゴヌクレオチドのサンプルインデックス付加配列に基づいて、複数のバーコー
ド付き標的のサンプル起源を同定する工程）と、を含む。本方法は、たとえば、複数のサ
ンプルインデックス付加組成物の未結合のサンプルインデックス付加組成物を除去する工
程を含みうる。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０６８５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０６８５】
　いくつかの実施形態では、本キットは、ＤＮＡポリメラーゼを含む。本キットは、逆転
写酵素を含みうる。本キットは、モロニーマウス白血病ウイルス（Ｍ－ＭＬＶ）逆転写酵
素又はＴａｑ　ＤＮＡポリメラーゼを含みうる。いくつかの実施形態では、本方法は、固
定剤（たとえば、ホルマリン、パラホルムアルデヒド、グルタルアルデヒド／四酸化オス
ミウム、アルコール系固定液、Ｈｅｐｅｓ－グルタミン酸緩衝液媒介性有機溶媒保護効果
（ＨＯＰＥ）、ブアン溶液、又はそれらの任意の組合せ）を含む。
　本発明のまた別の態様は、以下のとおりであってもよい。
〔１〕サンプル同定のための方法であって、
　複数のサンプルの各々に由来する１つ以上の細胞を、複数のサンプルインデックス付加
組成物のうちの１つのサンプルインデックス付加組成物と接触させる工程であって、
　前記１つ以上の細胞が、１つ以上のタンパク質標的を含み、前記複数のサンプルインデ
ックス付加組成物の少なくとも１つのサンプルインデックス付加組成物が、２つ以上のタ
ンパク質結合試薬を含み、前記２つ以上のタンパク質結合試薬の各々が、サンプルインデ
ックス付加オリゴヌクレオチドに関連付けられ、前記２つ以上のタンパク質結合試薬の少
なくとも１つが、前記１つ以上のタンパク質標的の少なくとも１つに特異的に結合するこ
とが可能であり、
　前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、サンプルインデックス付加配列
を含み、前記複数のサンプルインデックス付加組成物の少なくとも２つのサンプルインデ
ックス付加組成物のサンプルインデックス付加配列が、異なる配列を含む工程と；
　複数のバーコードを用いて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドにバー
コードを付けて、複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを
生成する工程と；
　前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドのシーケンシ
ングデータを取得する工程と；
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　前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの少なくとも
１つのバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの前記サンプルイン
デックス付加配列に基づいて、前記１つ以上の細胞の少なくとも１つの細胞のサンプル起
源を同定する工程と、
を含む、方法。
〔２〕サンプル同定のための方法であって、
　複数のサンプルの各々に由来する１つ以上の細胞を、複数のサンプルインデックス付加
組成物のうちの１つのサンプルインデックス付加組成物と接触させる工程であって、
　前記１つ以上の細胞の各々が、１つ以上の細胞成分標的を含み、前記複数のサンプルイ
ンデックス付加組成物の少なくとも１つのサンプルインデックス付加組成物が、２つ以上
の細胞成分結合試薬を含み、前記２つ以上の細胞成分結合試薬の各々が、サンプルインデ
ックス付加オリゴヌクレオチドに関連付けられ、前記２つ以上の細胞成分結合試薬の少な
くとも１つが、前記１つ以上の細胞成分標的の少なくとも１つに特異的に結合することが
可能であり、
　前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、サンプルインデックス付加配列
を含み、前記複数のサンプルインデックス付加組成物の少なくとも２つのサンプルインデ
ックス付加組成物のサンプルインデックス付加配列が、異なる配列を含む工程と；
　複数のバーコードを用いて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドにバー
コードを付けて、複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを
生成する工程と；
　前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドのシーケンシ
ングデータを取得する工程と；
　前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの少なくとも
１つのバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの前記サンプルイン
デックス付加配列に基づいて、前記１つ以上の細胞の少なくとも１つの細胞のサンプル起
源を同定する工程と、
を含む、方法。
〔３〕前記２つ以上の細胞成分結合試薬が、２つ以上のタンパク質結合試薬を含み、前記
２つ以上のタンパク質結合試薬の各々が、対応する細胞成分結合試薬に関連付けられた前
記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドに関連付けられ、前記１つ以上の細胞成
分標的が、１つ以上のタンパク質標的を含む、前記〔２〕に記載の方法。
〔４〕前記少なくとも１つの細胞の前記サンプル起源を同定する工程が、前記少なくとも
１つのバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの前記サンプルイン
デックス付加配列に基づいて、前記複数のバーコード付き標的のサンプル起源を同定する
工程を含む、前記〔１〕～〔３〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５〕サンプル同定のための方法であって、
　複数のサンプルの各々に由来する１つ以上の細胞を、複数のサンプルインデックス付加
組成物のうちの１つのサンプルインデックス付加組成物と接触させる工程であって、
　前記１つ以上の細胞の各々が、１つ以上の細胞成分標的を含み、前記複数のサンプルイ
ンデックス付加組成物の少なくとも１つのサンプルインデックス付加組成物が、２つ以上
の細胞成分結合試薬を含み、前記２つ以上の細胞成分結合試薬の各々が、サンプルインデ
ックス付加オリゴヌクレオチドに関連付けられ、前記２つ以上の細胞成分結合試薬の少な
くとも１つが、前記１つ以上の細胞成分標的の少なくとも１つに特異的に結合することが
可能であり、
　前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、サンプルインデックス付加配列
を含み、前記複数のサンプルインデックス付加組成物の少なくとも２つのサンプルインデ
ックス付加組成物のサンプルインデックス付加配列が、異なる配列を含む工程と；
　前記複数のサンプルインデックス付加組成物の少なくとも１つのサンプルインデックス
付加オリゴヌクレオチドの前記サンプルインデックス付加配列に基づいて、前記１つ以上
の細胞の少なくとも１つの細胞のサンプル起源を同定する工程と、を含む、方法。
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〔６〕前記２つ以上の細胞成分結合試薬が、２つ以上のタンパク質結合試薬を含み、前記
２つ以上のタンパク質結合試薬の各々が、対応する細胞成分結合試薬に関連付けられた前
記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドに関連付けられ、前記１つ以上の細胞成
分標的が、１つ以上のタンパク質標的を含む、前記〔５〕に記載の方法。
〔７〕前記少なくとも１つの細胞の前記サンプル起源を同定する工程が、
　複数のバーコードを用いて、前記複数のサンプルインデックス付加組成物のサンプルイ
ンデックス付加オリゴヌクレオチドにバーコードを付けて、複数のバーコード付きサンプ
ルインデックス付加オリゴヌクレオチドを生成する工程と；
　前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドのシーケンシ
ングデータを取得する工程と；
　前記シーケンシングデータ中の前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オ
リゴヌクレオチドの少なくとも１つのバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌ
クレオチドの前記サンプルインデックス付加配列に基づいて、前記細胞の前記サンプル起
源を同定する工程と、を含む、前記〔５〕～〔６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔８〕前記少なくとも１つの細胞の前記サンプル起源を同定する工程が、前記複数のサン
プルインデックス付加組成物の少なくとも１つのサンプルインデックス付加オリゴヌクレ
オチドの前記サンプルインデックス付加配列の存在又は非存在を同定する工程を含む、前
記〔５〕～〔７〕のいずれか一項に記載の方法。
〔９〕前記サンプルインデックス付加配列の存在又は非存在を同定する工程が、
　前記少なくとも１つのサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを複製して、複数
の複製されたサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを生成する工程と；
　前記複数の複製されたサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドのシーケンシング
データを取得する工程と；
　前記シーケンシングデータ中の前記少なくとも１つのバーコード付きサンプルインデッ
クス付加オリゴヌクレオチドに対応する前記複数のサンプルインデックス付加オリゴヌク
レオチドの複製されたサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの前記サンプルイン
デックス付加配列に基づいて、前記細胞の前記サンプル起源を同定する工程と、を含む、
前記〔８〕に記載の方法。
〔１０〕前記少なくとも１つのサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを複製して
、前記複数の複製されたサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを生成する工程が
、前記少なくとも１つのバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを
複製する前に、複製アダプターを、前記少なくとも１つのバーコード付きサンプルインデ
ックス付加オリゴヌクレオチドにライゲートする工程を含み、
　前記少なくとも１つのバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを
複製する工程が、前記少なくとも１つのバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴ
ヌクレオチドにライゲートされた前記複製アダプターを用いて、前記少なくとも１つのバ
ーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを複製して、前記複数の複製
されたサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを生成する工程を含む、前記〔９〕
に記載の方法。
〔１１〕前記少なくとも１つのサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを複製して
、前記複数の複製されたサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを生成する工程が
、前記少なくとも１つのバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを
複製する前に、
　捕捉プローブを、前記少なくとも１つのサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチド
と接触させて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドにハイブリダイズされ
た捕捉プローブを生成する工程と；
　前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドにハイブリダイズされた前記捕捉プ
ローブを伸長して、前記捕捉プローブに関連付けられたサンプルインデックス付加オリゴ
ヌクレオチドを生成する工程と、を含み、
　前記少なくとも１つのサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを複製する工程が
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、前記捕捉プローブに関連付けられた前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチド
を複製して、前記複数の複製されたサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを生成
する工程を含む、前記〔９〕に記載の方法。
〔１２〕前記サンプルインデックス付加配列が、６～６０ヌクレオチド長である、前記〔
１〕～〔１１〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１３〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、５０～５００ヌクレオチ
ド長である、前記〔１〕～〔１２〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１４〕前記複数のサンプルインデックス付加組成物の少なくとも１０、１００、１００
０、又はそれらの組合せのサンプルインデックス付加組成物のサンプルインデックス付加
配列が、異なる配列を含む、前記〔１〕～〔１３〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１５〕前記タンパク質結合試薬、又は前記細胞成分結合試薬が、抗体、四量体、アプタ
マー、タンパク質骨格、又はそれらの組合せを含む、前記〔１〕～〔１４〕のいずれか一
項に記載の方法。
〔１６〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、リンカーを介して前記細
胞成分結合試薬に結合される、前記〔１〕～〔１５〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１７〕前記複数のサンプルの少なくとも１つのサンプルが、単一細胞を含む、前記〔１
〕～〔１６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１８〕前記１つ以上のタンパク質標的、又は前記１つ以上の細胞成分標的の少なくとも
１つが、細胞表面上にある、前記〔１〕～〔１７〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１９〕前記複数のサンプルインデックス付加組成物の未結合のサンプルインデックス付
加組成物を除去する工程を含む、前記〔１〕～〔１８〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２０〕前記未結合のサンプルインデックス付加組成物を除去する工程が、前記複数のサ
ンプルの各々に由来する前記１つ以上の細胞を、洗浄緩衝液で洗浄する工程を含む、前記
〔１９〕に記載の方法。
〔２１〕前記未結合のサンプルインデックス付加組成物を除去する工程が、フローサイト
メトリーを用いて、前記２つのサンプルインデックス付加組成物のうちの少なくとも１つ
の細胞成分結合試薬に結合された細胞を選択する工程を含む、前記〔１９〕に記載の方法
。
〔２２〕前記複数のサンプルの各々から前記１つ以上の細胞を溶解させる工程を含む、前
記〔１〕～〔２１〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２３〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、前記細胞成分結合試薬か
ら切り離し可能又は切り離し不可能であるように構成される、前記〔１〕～〔２２〕のい
ずれか一項に記載の方法。
〔２４〕前記細胞成分結合試薬から前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを
切り離す工程を含む、前記〔１〕～〔２３〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２５〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを切り離す工程が、ＵＶ光切
断、化学処理、加熱、酵素処理、又はそれらの任意の組合せにより前記細胞成分結合試薬
から前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを切り離す工程を含む、前記〔２
４〕に記載の方法。
〔２６〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、前記１つ以上の細胞のい
ずれかのゲノム配列に対して相同でないか、１つの種のゲノム配列に対して相同であるか
、又はそれらの組合せである、前記〔１〕～〔２５〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２７〕前記種が、非哺乳動物種である、前記〔２６〕に記載の方法。
〔２８〕前記複数のサンプルのうちの１つのサンプルが、複数の細胞、組織、腫瘍サンプ
ル、又はそれらの任意の組合せを含む、前記〔１〕～〔２７〕のいずれか一項に記載の方
法。
〔２９〕前記複数のサンプルが、哺乳動物細胞、細菌細胞、ウイルス細胞、酵母細胞、真
菌細胞、又はそれらの任意の組合せを含む、前記〔１〕～〔２８〕のいずれか一項に記載
の方法。
〔３０〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、前記サンプルインデック
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ス付加オリゴヌクレオチドの前記配列を捕捉するように構成された捕捉配列に相補的な配
列を含む、前記〔１〕～〔２９〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３１〕前記バーコードが、前記捕捉配列を含む標的結合領域を含む、前記〔３０〕に記
載の方法。
〔３２〕前記標的結合領域が、ポリ（ｄＴ）領域を含む、前記〔３１〕に記載の方法。
〔３３〕前記捕捉配列に相補的な前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの前
記配列が、ポリ（ｄＡ）領域を含む、前記〔３０〕～〔３２〕のいずれか一項に記載の方
法。
〔３４〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、分子標識配列、ユニバー
サルプライマーのための結合部位、又はその両方を含む、前記〔１〕～〔３３〕のいずれ
か一項に記載の方法。
〔３５〕前記タンパク質標的、又は前記細胞成分標的が、炭水化物、脂質、タンパク質、
細胞外タンパク質、細胞表面タンパク質、細胞マーカー、Ｂ細胞レセプター、Ｔ細胞レセ
プター、主要組織適合性複合体、腫瘍抗原、レセプター、細胞内タンパク質又はそれらの
任意の組合せを含む、前記〔１〕～〔３４〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３６〕前記タンパク質標的、又は前記細胞成分標的が、１０～１００の異なるタンパク
質標的、又は細胞成分標的を含む群から選択される、前記〔１〕～〔３５〕のいずれか一
項に記載の方法。
〔３７〕前記タンパク質結合試薬、又は前記細胞成分結合試薬が、同一の配列を有する２
つ以上のサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドに関連付けられる、前記〔１〕～
〔３６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３８〕前記タンパク質結合試薬、又は前記細胞成分結合試薬が、異なるサンプルインデ
ックス付加配列を有する２つ以上のサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドに関連
付けられる、前記〔１〕～〔３６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３９〕前記複数のサンプルインデックス付加組成物の前記サンプルインデックス付加組
成物が、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドに関連付けられない第２のタ
ンパク質結合試薬、又は前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドに関連付けら
れない第２の細胞成分結合試薬を含む、前記〔１〕～〔３８〕のいずれか一項に記載の方
法。
〔４０〕前記タンパク質結合試薬及び前記第２のタンパク質結合試薬が同一であるか、又
は前記細胞成分結合試薬及び前記第２の細胞成分結合試薬が同一である、前記〔３９〕に
記載の方法。
〔４１〕前記複数のサンプルインデックス付加組成物の各々が、前記タンパク質結合試薬
、又は前記細胞成分結合試薬を含む、前記〔１〕～〔４０〕のいずれか一項に記載の方法
。
〔４２〕前記２つ以上のタンパク質結合試薬、又は前記２つ以上の細胞成分結合試薬に関
連付けられた前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの前記サンプルインデッ
クス付加配列が、同一である、前記〔１〕～〔４０〕のいずれか一項に記載の方法。
〔４３〕２つ以上のタンパク質結合試薬、又は前記２つ以上の細胞成分結合試薬に関連付
けられた前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの前記サンプルインデックス
付加配列が、異なる配列を含む、前記〔１〕～〔４０〕のいずれか一項に記載の方法。
〔４４〕前記複数のサンプルインデックス付加組成物の各々が、前記２つ以上のタンパク
質結合試薬、又は前記２つ以上の細胞成分結合試薬を含む、前記〔１〕～〔４３〕のいず
れか一項に記載の方法。
〔４５〕前記複数のバーコードのバーコードが、標的結合領域及び分子標識配列を含み、
　前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードの分子標識配列が、異なる分子標
識配列を含む、前記〔１〕～〔４４〕のいずれか一項に記載の方法。
〔４６〕前記バーコードが、細胞標識配列、ユニバーサルプライマーのための結合部位、
又はそれらの任意の組合せを含む、前記〔４５〕に記載の方法。
〔４７〕前記標的結合領域が、ポリ（ｄＴ）領域を含む、前記〔４５〕～〔４６〕のいず
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れか一項に記載の方法。
〔４８〕前記複数のバーコードが、粒子に関連付けられる、前記〔４５〕～〔４７〕のい
ずれか一項に記載の方法。
〔４９〕前記複数のバーコードの少なくとも１つのバーコードが、前記粒子上に固定され
るか、前記粒子上に部分的に固定されるか、前記粒子に封入されるか、前記粒子に部分的
に封入されるか、又はそれらの組合せである、前記〔４８〕に記載の方法。
〔５０〕前記粒子が崩壊性である、前記〔４８〕～〔４９〕のいずれか一項に記載の方法
。
〔５１〕前記粒子がビーズを含む、前記〔４８〕～〔５０〕のいずれか一項に記載の方法
。
〔５２〕前記粒子が、セファロースビーズ、ストレプトアビジンビーズ、アガロースビー
ズ、磁気ビーズ、コンジュゲートビーズ、プロテインＡコンジュゲートビーズ、プロテイ
ンＧコンジュゲートビーズ、プロテインＡ／Ｇコンジュゲートビーズ、プロテインＬコン
ジュゲートビーズ、オリゴ（ｄＴ）コンジュゲートビーズ、シリカビーズ、シリカ様ビー
ズ、抗ビオチンマイクロビーズ、抗蛍光色素マイクロビーズ、又はそれらの任意の組合せ
を含み、又は前記粒子が、ポリジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）、ポリスチレン、ガラス
、ポリプロピレン、アガロース、ゼラチン、ヒドロゲル、常磁性材料、セラミック、プラ
スチック、ガラス、メチルスチレン、アクリルポリマー、チタン、ラテックス、セファロ
ース、セルロース、ナイロン、シリコーン、及びそれらの任意の組合せからなる群から選
択される材料を含む、前記〔４８〕～〔５１〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５３〕前記粒子が、崩壊性ヒドロゲルビーズを含む、前記〔４８〕～〔５２〕のいずれ
か一項に記載の方法。
〔５４〕前記粒子の前記バーコードが、少なくとも１０００、１００００、又はそれらの
組合せの異なる分子標識配列から選択される分子標識配列を含む、前記〔４８〕～〔５３
〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５５〕前記バーコードの前記分子標識配列が、ランダム配列を含む、前記〔５４〕に記
載の方法。
〔５６〕前記粒子が、少なくとも１００００のバーコードを含む、前記〔４８〕～〔５５
〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５７〕前記複数のバーコードを用いて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオ
チドにバーコードを付ける工程が、
　前記複数のバーコードを、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドと接触さ
せて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドにハイブリダイズされたバーコ
ードを生成する工程と；
　前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドにハイブリダイズされた前記バーコ
ードを伸長して、前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチ
ドを生成する工程と、を含む、前記〔４８〕～〔５６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５８〕前記バーコードを伸長する工程が、ＤＮＡポリメラーゼを用いて、前記バーコー
ドを伸長して、前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチド
を生成する工程を含む、前記〔５７〕に記載の方法。
〔５９〕前記バーコードを伸長する工程が、逆転写酵素を用いて、前記バーコードを伸長
して、前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを生成す
る工程を含む、前記〔５７〕に記載の方法。
〔６０〕複数のアンプリコンを生成するために、前記複数のバーコード付きサンプルイン
デックス付加オリゴヌクレオチドを増幅する工程を含む、前記〔５７〕～〔５９〕のいず
れか一項に記載の方法。
〔６１〕前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを増幅
する工程が、ポリメラーゼ鎖反応（ＰＣＲ）を用いて、前記分子標識配列の少なくとも一
部及び前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの少なくとも一部を増幅する工
程を含む、前記〔６０〕に記載の方法。
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〔６２〕前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの前記
シーケンシングデータを取得する工程が、前記複数のアンプリコンのシーケンシングデー
タを取得する工程を含む、前記〔６０〕～〔６１〕のいずれか一項に記載の方法。
〔６３〕前記シーケンシングデータを取得する工程が、前記分子標識配列の少なくとも一
部及び前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの少なくとも一部をシーケンシ
ングする工程を含む、前記〔６２〕に記載の方法。
〔６４〕前記複数のバーコードを用いて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオ
チドにバーコードを付けて、前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴ
ヌクレオチドを生成する工程が、複数の確率バーコードを用いて、前記サンプルインデッ
クス付加オリゴヌクレオチドに確率バーコードを付けて、複数の確率バーコード付きサン
プルインデックス付加オリゴヌクレオチドを生成する工程を含む、前記〔１〕～〔６３〕
のいずれか一項に記載の方法。
〔６５〕前記複数のバーコードを用いて、前記細胞の複数の標的にバーコードを付けて、
複数のバーコード付き標的を生成する工程であって、前記複数のバーコードの各々が、細
胞標識配列を含み、前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードが、同一の細胞
標識配列を含む工程と；
　前記バーコード付き標的のシーケンシングデータを取得する工程と、を含む、前記〔１
〕～〔６４〕のいずれか一項に記載の方法。
〔６６〕前記複数のバーコードを用いて、前記複数の標的にバーコードを付けて、前記複
数のバーコード付き標的を生成する工程が、
　前記標的のコピーを、前記バーコードの標的結合領域と接触させる工程と；
　前記複数のバーコードを用いて、前記複数の標的を逆転写して、複数の逆転写された標
的を生成する工程と、を含む、前記〔６５〕に記載の方法。
〔６７〕前記複数のバーコード付き標的の前記シーケンシングデータを取得する工程の前
に、前記バーコード付き標的を増幅して、複数の増幅されたバーコード付き標的を生成す
る工程を含む、前記〔６５〕～〔６６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔６８〕前記バーコード付き標的を増幅して、前記複数の増幅されたバーコード付き標的
を生成する工程が、ポリメラーゼ鎖反応（ＰＣＲ）によって前記バーコード付き標的を増
幅する工程を含む、前記〔６７〕に記載の方法。
〔６９〕前記複数のバーコードを用いて、前記細胞の前記複数の標的にバーコードを付け
て、前記複数のバーコード付き標的を生成する工程が、複数の確率バーコードを用いて、
前記細胞の前記複数の標的に確率バーコードを付けて、複数の確率バーコード付き標的を
生成する工程を含む、前記〔６５〕～〔６８〕のいずれか一項に記載の方法。
〔７０〕複数のサンプルインデックス付加組成物であって、
　前記複数のサンプルインデックス付加組成物の各々が、２つ以上の細胞成分結合試薬を
含み、
　前記２つ以上の細胞成分結合試薬の各々が、サンプルインデックス付加オリゴヌクレオ
チドに関連付けられ、
　前記２つ以上の細胞成分結合試薬の少なくとも１つが、少なくとも１つの細胞成分標的
に特異的に結合することが可能であり、
　前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、サンプルの１つ以上の細胞のサ
ンプル起源を同定するためのサンプルインデックス付加配列を含み、
　前記複数のサンプルインデックス付加組成物の少なくとも２つのサンプルインデックス
付加組成物のサンプルインデックス付加配列が、異なる配列を含む、複数のサンプルイン
デックス付加組成物。
〔７１〕前記サンプルインデックス付加配列が、６～６０ヌクレオチド長である、前記〔
７０〕に記載の複数のサンプルインデックス付加組成物。
〔７２〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、５０～５００ヌクレオチ
ド長である、前記〔７０〕～〔７１〕のいずれか一項に記載の複数のサンプルインデック
ス付加組成物。
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〔７３〕前記複数のサンプルインデックス付加組成物の少なくとも１０、１００、１００
０、又はそれらの組合せのサンプルインデックス付加組成物のサンプルインデックス付加
配列が、異なる配列を含む、前記〔７０〕～〔７２〕のいずれか一項に記載の複数のサン
プルインデックス付加組成物。
〔７４〕前記細胞成分結合試薬が、抗体、四量体、アプタマー、タンパク質骨格、又はそ
れらの組合せを含む、前記〔７０〕～〔７３〕のいずれか一項に記載の複数のサンプルイ
ンデックス付加組成物。
〔７５〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、リンカーを介して前記細
胞成分結合試薬に結合される、前記〔７０〕～〔７４〕のいずれか一項に記載の複数のサ
ンプルインデックス付加組成物。
〔７６〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、前記１つ以上の細胞のい
ずれかのゲノム配列に対して相同でない、前記〔７０〕～〔７５〕のいずれか一項に記載
の複数のサンプルインデックス付加組成物。
〔７７〕前記複数のサンプルの少なくとも１つのサンプルが、単一細胞、複数の細胞、組
織、腫瘍サンプル、又はそれらの任意の組合せを含む、前記〔７６〕に記載の複数のサン
プルインデックス付加組成物。
〔７８〕前記サンプルが、哺乳動物サンプル、細菌サンプル、ウイルスサンプル、酵母サ
ンプル、真菌サンプル、又はそれらの任意の組合せを含む、前記〔７６〕～〔７７〕のい
ずれか一項に記載の複数のサンプルインデックス付加組成物。
〔７９〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、分子標識配列、ポリ（ｄ
Ａ）領域、又はそれらの組合せを含む、前記〔７０〕～〔７８〕のいずれか一項に記載の
複数のサンプルインデックス付加組成物。
〔８０〕前記細胞成分標的が、細胞表面タンパク質、細胞マーカー、Ｂ細胞レセプター、
Ｔ細胞レセプター、主要組織適合性複合体、腫瘍抗原、レセプター、又はそれらの任意の
組合せを含む、前記〔７０〕～〔７９〕のいずれか一項に記載の複数のサンプルインデッ
クス付加組成物。
〔８１〕前記細胞成分標的が、１０～１００の異なる細胞成分標的を含む群から選択され
る、前記〔７０〕～〔８０〕のいずれか一項に記載の複数のサンプルインデックス付加組
成物。
〔８２〕前記細胞成分結合試薬が、同一の配列を有する２つ以上のサンプルインデックス
付加オリゴヌクレオチドに関連付けられる、前記〔７０〕～〔８１〕のいずれか一項に記
載の複数のサンプルインデックス付加組成物。
〔８３〕前記細胞成分結合試薬が、異なるサンプルインデックス付加配列を有する２つ以
上のサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドに関連付けられる、前記〔７０〕～〔
８１〕のいずれか一項に記載の複数のサンプルインデックス付加組成物。
〔８４〕前記複数のサンプルインデックス付加組成物の前記サンプルインデックス付加組
成物が、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドに関連付けられない第２の細
胞成分結合試薬を含む、前記〔７０〕～〔８３〕のいずれか一項に記載の複数のサンプル
インデックス付加組成物。
〔８５〕前記細胞成分結合試薬及び前記第２の細胞成分結合試薬が、同一である、前記〔
８４〕に記載の複数のサンプルインデックス付加組成物。
〔８６〕コントロール粒子に関連付けられた複数のコントロール粒子オリゴヌクレオチド
を含むコントロール粒子組成物であって、
　前記複数のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの各々が、コントロールバーコード配
列及びポリ（ｄＡ）領域を含む、コントロール粒子組成物。
〔８７〕前記複数のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの少なくとも２つが、異なるコ
ントロールバーコード配列を含む、前記〔８６〕に記載のコントロール粒子組成物。
〔８８〕前記コントロールバーコード配列が、６～６０ヌクレオチド長である、前記〔８
６〕～〔８７〕のいずれか一項に記載のコントロール粒子組成物。
〔８９〕前記コントロール粒子オリゴヌクレオチドが、５０～５００ヌクレオチド長であ
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る、前記〔８６〕～〔８８〕のいずれか一項に記載のコントロール粒子組成物。前記複数
のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの少なくとも５、１０、１００、１０００、又は
それらの組合せの前記コントロールバーコード配列が同一である、前記〔８６〕～〔８９
〕のいずれか一項に記載のコントロール粒子組成物。
〔９０〕前記複数のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの少なくとも３、５、１０、１
００、又はそれらの組合せが、異なるコントロールバーコード配列を含む、前記〔８６〕
～〔８９〕のいずれか一項に記載のコントロール粒子組成物。
〔９１〕前記複数のコントロール粒子オリゴヌクレオチドが、
　第１のコントロールバーコード配列を各々が含む複数の第１のコントロール粒子オリゴ
ヌクレオチドと、
　第２のコントロールバーコード配列を各々が含む複数の第２のコントロール粒子オリゴ
ヌクレオチドと、を含み、
　前記第１のコントロールバーコード配列及び前記第２のコントロールバーコード配列が
、異なる配列を有する、前記〔８６〕～〔９０〕のいずれか一項に記載のコントロール粒
子組成物。
〔９２〕前記複数の第１のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの数及び前記複数の第２
のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの数がほぼ同じである、前記〔９１〕に記載のコ
ントロール粒子組成物。
〔９３〕前記複数の第１のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの数及び前記複数の第２
のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの数が異なる、前記〔９１〕に記載のコントロー
ル粒子組成物。
〔９４〕前記複数の第１のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの数が、前記複数の第２
のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの数より少なくとも２倍、１０倍、１００倍、又
はそれらの組合せだけ多い、前記〔９３〕に記載のコントロール粒子組成物。
〔９５〕前記コントロールバーコード配列が、１つの種のゲノム配列に対して相同でない
、前記〔８６〕～〔９４〕のいずれか一項に記載のコントロール粒子組成物。
〔９６〕前記コントロールバーコード配列が、１つの種のゲノム配列に対して相同である
、前記〔８６〕～〔９４〕のいずれか一項に記載のコントロール粒子組成物。
〔９７〕前記種が、非哺乳動物種である、前記〔９６〕に記載のコントロール粒子組成物
。
〔９８〕前記コントロール粒子オリゴヌクレオチドが、分子標識配列、ユニバーサルプラ
イマーのための結合部位、又はその両方を含む、前記〔８６〕～〔９７〕のいずれか一項
に記載のコントロール粒子組成物。
〔９９〕前記複数のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの少なくとも１つが、リンカー
を介して前記コントロール粒子に関連付けられる、前記〔８６〕～〔９８〕のいずれか一
項に記載のコントロール粒子組成物。
〔１００〕前記コントロール粒子の直径が、約１～１０００マイクロメートル、約１０～
１００マイクロメートル、約７．５マイクロメートル、又はそれらの組合せである、前記
〔８６〕～〔９９〕のいずれか一項に記載のコントロール粒子組成物。
〔１０１〕前記複数のコントロール粒子オリゴヌクレオチドが、前記コントロール粒子上
に固定されるか、前記コントロール粒子上に部分的に固定されるか、前記コントロール粒
子に封入されるか、前記コントロール粒子に部分的に封入されるか、又はそれらの組合せ
である、前記〔８６〕～〔１００〕のいずれか一項に記載のコントロール粒子組成物。
〔１０２〕前記コントロール粒子が崩壊性である、前記〔８６〕～〔１０１〕のいずれか
一項に記載のコントロール粒子組成物。
〔１０３〕前記コントロール粒子が、ビーズを含む、前記〔８６〕～〔１０２〕のいずれ
か一項に記載のコントロール粒子組成物。
〔１０４〕前記コントロール粒子が、セファロースビーズ、ストレプトアビジンビーズ、
アガロースビーズ、磁気ビーズ、コンジュゲートビーズ、プロテインＡコンジュゲートビ
ーズ、プロテインＧコンジュゲートビーズ、プロテインＡ／Ｇコンジュゲートビーズ、プ
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ロテインＬコンジュゲートビーズ、オリゴ（ｄＴ）コンジュゲートビーズ、シリカビーズ
、シリカ様ビーズ、抗ビオチンマイクロビーズ、抗蛍光色素マイクロビーズ、又はそれら
の任意の組合せを含み、又は前記コントロール粒子が、ポリジメチルシロキサン（ＰＤＭ
Ｓ）、ポリスチレン、ガラス、ポリプロピレン、アガロース、ゼラチン、ヒドロゲル、常
磁性材料、セラミック、プラスチック、ガラス、メチルスチレン、アクリルポリマー、チ
タン、ラテックス、セファロース、セルロース、ナイロン、シリコーン、又はそれらの任
意の組合せの材料を含む、前記〔８６〕～〔１０３〕のいずれか一項に記載のコントロー
ル粒子組成物。
〔１０５〕前記コントロール粒子が、崩壊性ヒドロゲル粒子を含む、前記〔８６〕～〔１
０４〕のいずれか一項に記載のコントロール粒子組成物。
〔１０６〕前記コントロール粒子が、検出可能な部分に関連付けられる、前記〔８６〕～
〔１０５〕のいずれか一項に記載のコントロール粒子組成物。
〔１０７〕前記コントロール粒子オリゴヌクレオチドが、検出可能な部分に関連付けられ
る、前記〔８６〕～〔１０６〕のいずれか一項に記載のコントロール粒子組成物。
〔１０８〕前記コントロール粒子が、複数の第１の細胞成分結合試薬に関連付けられ、
　前記複数の第１の細胞成分結合試薬の少なくとも１つが、前記複数のコントロール粒子
オリゴヌクレオチドの１つに関連付けられる、前記〔８６〕～〔１０７〕のいずれか一項
に記載のコントロール粒子組成物。
〔１０９〕前記第１の細胞成分結合試薬が、第１の抗体を含む、前記〔１０８〕に記載の
コントロール粒子組成物。
〔１１０〕前記コントロール粒子オリゴヌクレオチドが、リンカーを介して前記第１の細
胞成分結合試薬に結合される、前記〔１０８〕～〔１０９〕のいずれか一項に記載のコン
トロール粒子組成物。
〔１１１〕前記第１の細胞成分結合試薬が、同一のコントロールバーコード配列を有する
前記複数のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの２つ以上に関連付けられる、前記〔１
０８〕～〔１１０〕のいずれか一項に記載のコントロール粒子組成物。
〔１１２〕前記第１の細胞成分結合試薬が、異なるコントロールバーコード配列を有する
前記複数のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの２つ以上に関連付けられる、前記〔１
０８〕～〔１１１〕のいずれか一項に記載のコントロール粒子組成物。
〔１１３〕前記複数の第１の細胞成分結合試薬の少なくとも１つが、前記複数のコントロ
ール粒子オリゴヌクレオチドのいずれにも関連付けられない、前記〔１０８〕～〔１１２
〕のいずれか一項に記載のコントロール粒子組成物。
〔１１４〕前記コントロール粒子オリゴヌクレオチドに関連付けられた前記第１の細胞成
分結合試薬及びいずれのコントロール粒子オリゴヌクレオチドにも関連付けられない前記
第１の細胞成分結合試薬が、同一の細胞成分結合試薬である、前記〔１１３〕に記載のコ
ントロール粒子組成物。
〔１１５〕前記コントロール粒子が、複数の第２の細胞成分結合試薬に関連付けられる、
前記〔１０８〕～〔１１４〕のいずれか一項に記載のコントロール粒子組成物。
〔１１６〕前記複数の第２の細胞成分結合試薬の少なくとも１つが、前記複数のコントロ
ール粒子オリゴヌクレオチドの１つに関連付けられる、前記〔１１５〕に記載のコントロ
ール粒子組成物。
〔１１７〕前記第１の細胞成分結合試薬に関連付けられた前記コントロール粒子オリゴヌ
クレオチド及び前記第２の細胞成分結合試薬に関連付けられた前記コントロール粒子オリ
ゴヌクレオチドが、異なるコントロールバーコード配列を含む、前記〔１１６〕に記載の
コントロール粒子組成物。
〔１１８〕前記第１の細胞成分結合試薬及び前記第２の細胞成分結合試薬が、同一の細胞
成分結合試薬である、前記〔１１６〕に記載のコントロール粒子組成物。
〔１１９〕前記第１の細胞成分結合試薬が、パートナー結合試薬に関連付けられ、前記第
１の細胞成分結合試薬が、前記パートナー結合試薬を用いて前記コントロール粒子に関連
付けられる、前記〔１０８〕～〔１１８〕のいずれか一項に記載のコントロール粒子組成



(12) JP 2020-522262 A5 2021.5.20

物。
〔１２０〕前記パートナー結合試薬が、パートナー抗体を含む、前記〔１１９〕に記載の
コントロール粒子組成物。
〔１２１〕前記パートナー抗体が、抗ネコ抗体、抗ニワトリ抗体、抗ウシ抗体、抗イヌ抗
体、抗ロバ抗体、抗ヤギ抗体、抗モルモット抗体、抗ハムスター抗体、抗ウマ抗体、抗ヒ
ト抗体、抗ラマ抗体、抗サル抗体、抗マウス抗体、抗ブタ抗体、抗ウサギ抗体、抗ラット
抗体、抗ヒツジ抗体、又はそれらの組合せを含む、前記〔１２０〕に記載のコントロール
粒子組成物。
〔１２２〕前記パートナー抗体が、免疫グロブリンＧ（ＩｇＧ）、Ｆ（ａｂ’）フラグメ
ント、Ｆ（ａｂ’）2フラグメント、それらの組合せ、又はそれらのフラグメントを含む
、前記〔１２０〕～〔１２１〕のいずれか一項に記載のコントロール粒子組成物。
〔１２３〕前記第１の細胞成分結合試薬が、検出可能な部分に関連付けられる、前記〔１
０８〕～〔１２２〕のいずれか一項に記載のコントロール粒子組成物。
〔１２４〕前記第２の細胞成分結合試薬が、検出可能な部分に関連付けられる、前記〔１
０８〕～〔１２３〕のいずれか一項に記載のコントロール粒子組成物。
〔１２５〕前記〔８６〕～〔１２４〕のいずれか一項に記載のコントロール粒子組成物と
；
　複数のバーコードと、
を含む、キット。
〔１２６〕前記複数のバーコードのバーコードが、標的結合領域及び分子標識配列を含み
、
　前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードの分子標識配列が、異なる分子標
識配列を含む、前記〔１２５〕に記載のキット。
〔１２７〕前記バーコードが、細胞標識配列、ユニバーサルプライマーのための結合部位
、又はそれらの任意の組合せを含む、前記〔１２６〕に記載のキット。
〔１２８〕前記標的結合領域が、ポリ（ｄＴ）領域を含む、前記〔１２６〕～〔１２７〕
のいずれか一項に記載のキット。
〔１２９〕前記複数のバーコードが、バーコーディング粒子に関連付けられる、前記〔１
２５〕～〔１２８〕のいずれか一項に記載のキット。
〔１３０〕前記複数のバーコードの少なくとも１つのバーコードが、前記バーコーディン
グ粒子上に固定されるか、前記バーコーディング粒子上に部分的に固定されるか、前記バ
ーコーディング粒子に封入されるか、前記バーコーディング粒子に部分的に封入されるか
、又はそれらの組合せである、前記〔１２９〕に記載のキット。
〔１３１〕前記バーコーディング粒子が崩壊性である、前記〔１２９〕～〔１３０〕のい
ずれか一項に記載のキット。
〔１３２〕標的の数を決定するための方法であって、
　複数の確率バーコードを用いて、複数の細胞のうちの１つの細胞の複数の標的及び複数
のコントロール粒子オリゴヌクレオチドに確率バーコードを付けて、複数の確率バーコー
ド付き標的及び複数の確率バーコード付きコントロール粒子オリゴヌクレオチドを生成す
る工程であって、
　前記複数の確率バーコードの各々が、細胞標識配列、分子標識配列、及び標的結合領域
を含み、前記複数の確率バーコードの少なくとも２つの確率バーコードの前記分子標識配
列が、異なる配列を含み、前記複数の確率バーコードの少なくとも２つの確率バーコード
が、同一の細胞標識配列を含み、
　コントロール粒子組成物が、前記複数のコントロール粒子オリゴヌクレオチドに関連付
けられたコントロール粒子を含み、前記複数のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの各
々が、コントロールバーコード配列、及び前記複数の確率バーコードの少なくとも１つの
標的結合領域に実質的に相補的な配列を含む擬似標的領域を含む工程と；
　前記複数の確率バーコード付き標的及び前記複数の確率バーコード付きコントロール粒
子オリゴヌクレオチドのシーケンシングデータを取得する工程と；
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　前記シーケンシングデータ中の前記コントロールバーコード配列を有する前記複数のコ
ントロール粒子オリゴヌクレオチドに関連付けられた識別可能な配列を有する分子標識配
列の数をカウントする工程と；
　前記複数の標的の少なくとも１つの標的について：
　前記シーケンシングデータ中の前記標的に関連付けられた識別可能な配列を有する分子
標識配列の数をカウントする工程と；
　前記標的の数を推定する工程と、を含み、推定された前記標的の数が、カウントされた
前記標的に関連付けられた識別可能な配列を有する分子標識配列の数及び前記コントロー
ルバーコード配列に関連付けられた識別可能な配列を有する分子標識配列の数に相関して
いる、方法。
〔１３３〕前記擬似標的領域が、ポリ（ｄＡ）領域を含む、前記〔１３２〕に記載の方法
。
〔１３４〕前記擬似標的領域が、前記標的の部分配列を含む、前記〔１３２〕～〔１３３
〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１３５〕前記コントロールバーコード配列が、６～６０ヌクレオチド長である、前記〔
１３２〕～〔１３４〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１３６〕前記コントロールバーコードオリゴヌクレオチドが、５０～５００ヌクレオチ
ド長である、前記〔１３２〕～〔１３５〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１３７〕前記複数のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの少なくとも５、１０、１０
０、１０００、又はそれらの組合せの前記コントロールバーコード配列が同一である、前
記〔１３２〕～〔１３６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１３８〕前記複数のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの少なくとも３、５、１０、
１００、又はそれらの組合せが、異なるコントロールバーコード配列を含む、前記〔１３
２〕～〔１３７〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１３９〕前記複数のコントロール粒子オリゴヌクレオチドが、
　第１のコントロールバーコード配列を各々が含む複数の第１のコントロール粒子オリゴ
ヌクレオチドと、
　第２のコントロールバーコード配列を各々が含む複数の第２のコントロール粒子オリゴ
ヌクレオチドと、を含み、
　前記第１のコントロールバーコード配列及び前記第２のコントロールバーコード配列が
、異なる配列を有する、前記〔１３２〕～〔１３８〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１４０〕前記複数の第１のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの数及び前記複数の第
２のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの数が、ほぼ同じである、前記〔１３９〕に記
載の方法。
〔１４１〕前記複数の第１のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの数及び前記複数の第
２のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの数が、異なる、前記〔１３９〕に記載の方法
。
〔１４２〕前記複数の第１のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの数が、前記複数の第
２のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの数より少なくとも２倍、１０倍、１００倍、
又はそれらの組合せだけ多い、前記〔１４１〕に記載の方法。
〔１４３〕前記シーケンシングデータ中の前記コントロールバーコード配列を有する前記
複数のコントロール粒子オリゴヌクレオチドに関連付けられた識別可能な配列を有する分
子標識配列の数をカウントする工程が、
　前記シーケンシングデータ中の前記第１のコントロールバーコード配列に関連付けられ
た識別可能な配列を有する分子標識配列の数をカウントする工程と；
　前記シーケンシングデータ中の前記第２のコントロールバーコード配列に関連付けられ
た識別可能な配列を有する分子標識配列の数をカウントする工程と、を含む、前記〔１３
９〕～〔１４２〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１４４〕推定された前記標的の数が、
　カウントされた前記標的に関連付けられた識別可能な配列を有する分子標識配列の数、
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　前記第１のコントロールバーコード配列に関連付けられた識別可能な配列を有する分子
標識配列の数、及び
　前記第２のコントロールバーコード配列に関連付けられた識別可能な配列を有する分子
標識配列の数
に相関している、前記〔１４３〕に記載の方法。
〔１４５〕推定された前記標的の数が、
　カウントされた前記標的に関連付けられた識別可能な配列を有する分子標識配列の数、
　前記コントロールバーコード配列に関連付けられた識別可能な配列を有する分子標識配
列の数、及び
　前記コントロールバーコード配列を含む前記複数のコントロール粒子オリゴヌクレオチ
ドの数
に相関している、前記〔１３２〕～〔１４４〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１４６〕推定された前記標的の数が、
　カウントされた前記標的に関連付けられた識別可能な配列を有する分子標識配列の数、
及び
　前記コントロールバーコード配列を含む前記複数のコントロール粒子オリゴヌクレオチ
ドの数と、
　前記コントロールバーコード配列に関連付けられた識別可能な配列を有する分子標識配
列の数と、
の比率に相関している、前記〔１４５〕に記載の方法。
〔１４７〕前記コントロール粒子オリゴヌクレオチドが、前記細胞のゲノム配列に対して
相同でないか、１つの種のゲノム配列に対して相同でないか、１つの種のゲノム配列に対
して相同であるか、又はそれらの組合せである、前記〔１３２〕～〔１４６〕のいずれか
一項に記載の方法。
〔１４８〕前記種が、非哺乳動物種である、前記〔１４７〕に記載の方法。
〔１４９〕前記コントロール粒子オリゴヌクレオチドが、リンカーを介して前記コントロ
ール粒子に結合される、前記〔１３２〕～〔１４８〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１５０〕前記コントロール粒子の直径が、約１～１０００マイクロメートル、約１０～
１００マイクロメートル、約７．５マイクロメートル、又はそれらの組合せである、前記
〔１３２〕～〔１４９〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１５１〕前記複数のコントロール粒子オリゴヌクレオチドが、前記コントロール粒子上
に固定されるか、前記コントロール粒子上に部分的に固定されるか、前記コントロール粒
子に封入されるか、前記コントロール粒子に部分的に封入されるか、又はそれらの組合せ
である、前記〔１３２〕～〔１５０〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１５２〕前記複数の標的及び前記コントロール粒子及び前記複数のコントロール粒子オ
リゴヌクレオチドに確率バーコードを付ける工程の前に、前記コントロール粒子から前記
複数のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの少なくとも１つを放出する工程を含む、前
記〔１３２〕～〔１５１〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１５３〕前記コントロール粒子が崩壊性である、前記〔１３２〕～〔１５２〕のいずれ
か一項に記載の方法。
〔１５４〕前記コントロール粒子が、コントロール粒子ビーズを含む、前記〔１３２〕～
〔１５３〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１５５〕前記コントロール粒子が、セファロースビーズ、ストレプトアビジンビーズ、
アガロースビーズ、磁気ビーズ、コンジュゲートビーズ、プロテインＡコンジュゲートビ
ーズ、プロテインＧコンジュゲートビーズ、プロテインＡ／Ｇコンジュゲートビーズ、プ
ロテインＬコンジュゲートビーズ、オリゴ（ｄＴ）コンジュゲートビーズ、シリカビーズ
、シリカ様ビーズ、抗ビオチンマイクロビーズ、抗蛍光色素マイクロビーズ、又はそれら
の任意の組合せを含み、又は前記コントロール粒子が、ポリジメチルシロキサン（ＰＤＭ
Ｓ）、ポリスチレン、ガラス、ポリプロピレン、アガロース、ゼラチン、ヒドロゲル、常
磁性材料、セラミック、プラスチック、ガラス、メチルスチレン、アクリルポリマー、チ
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タン、ラテックス、セファロース、セルロース、ナイロン、シリコーン、又はそれらの任
意の組合せの材料を含む、前記〔１３２〕～〔１５４〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１５６〕前記コントロール粒子が、崩壊性ヒドロゲル粒子を含む、前記〔１３２〕～〔
１５５〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１５７〕前記コントロール粒子が、検出可能な部分に関連付けられる、前記〔１３２〕
～〔１５６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１５８〕前記コントロール粒子オリゴヌクレオチドが、検出可能な部分に関連付けられ
る、前記〔１３２〕～〔１５７〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１５９〕前記コントロール粒子が、複数の第１の細胞成分結合試薬に関連付けられ、
　前記複数の第１の細胞成分結合試薬の少なくとも１つが、前記複数のコントロール粒子
オリゴヌクレオチドの１つに関連付けられる、前記〔１３２〕～〔１５８〕のいずれか一
項に記載の方法。
〔１６０〕前記第１の細胞成分結合試薬が、第１の抗体を含む、前記〔１５９〕に記載の
方法。
〔１６１〕前記コントロール粒子オリゴヌクレオチドが、リンカーを介して前記第１の細
胞成分結合試薬に結合される、前記〔１５９〕～〔１６０〕のいずれか一項に記載の方法
。
〔１６２〕前記第１の細胞成分結合試薬が、同一のコントロールバーコード配列を有する
前記複数のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの２つ以上に関連付けられる、前記〔１
５９〕～〔１６１〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１６３〕前記第１の細胞成分結合試薬が、異なるコントロールバーコード配列を有する
前記複数のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの２つ以上に関連付けられる、前記〔１
５９〕～〔１６２〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１６４〕前記複数の第１の細胞成分結合試薬の少なくとも１つが、前記複数のコントロ
ール粒子オリゴヌクレオチドのいずれにも関連付けられない、前記〔１５９〕～〔１６３
〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１６５〕前記コントロール粒子オリゴヌクレオチドに関連付けられた前記第１の細胞成
分結合試薬及びいずれのコントロール粒子オリゴヌクレオチドにも関連付けられない前記
第１の細胞成分結合試薬が、同一の細胞成分結合試薬である、前記〔１６４〕に記載の方
法。
〔１６６〕前記コントロール粒子が、複数の第２の細胞成分結合試薬に関連付けられる、
前記〔１６４〕～〔１６５〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１６７〕前記複数の第２の細胞成分結合試薬の少なくとも１つが、前記複数のコントロ
ール粒子オリゴヌクレオチドの１つに関連付けられる、前記〔１６６〕に記載の方法。
〔１６８〕前記第１の細胞成分結合試薬に関連付けられた前記コントロール粒子オリゴヌ
クレオチド及び前記第２の細胞成分結合試薬に関連付けられた前記コントロール粒子オリ
ゴヌクレオチドが、異なるコントロールバーコード配列を含む、前記〔１６７〕に記載の
方法。
〔１６９〕前記第１の細胞成分結合試薬及び前記第２の細胞成分結合試薬が、同一の細胞
成分結合試薬である、前記〔１６７〕に記載の方法。
〔１７０〕前記第１の細胞成分結合試薬が、パートナー結合試薬に関連付けられ、前記第
１の細胞成分結合試薬が、前記パートナー結合試薬を用いて前記コントロール粒子に関連
付けられる、前記〔１５９〕～〔１６９〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１７１〕前記パートナー結合試薬が、パートナー抗体を含む、前記〔１７０〕に記載の
方法。
〔１７２〕前記パートナー抗体が、抗ネコ抗体、抗ニワトリ抗体、抗ウシ抗体、抗イヌ抗
体、抗ロバ抗体、抗ヤギ抗体、抗モルモット抗体、抗ハムスター抗体、抗ウマ抗体、抗ヒ
ト抗体、抗ラマ抗体、抗サル抗体、抗マウス抗体、抗ブタ抗体、抗ウサギ抗体、抗ラット
抗体、抗ヒツジ抗体、又はそれらの組合せを含む、前記〔１７１〕に記載の方法。
〔１７３〕前記パートナー抗体が、免疫グロブリンＧ（ＩｇＧ）、Ｆ（ａｂ’）フラグメ
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ント、Ｆ（ａｂ’）2フラグメント、それらの組合せ、又はそれらのフラグメントを含む
、前記〔１７１〕～〔１７２〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１７４〕前記第１の細胞成分結合試薬が、検出可能な部分に関連付けられる、前記〔１
５９〕～〔１７３〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１７５〕前記第２の細胞成分結合試薬が、検出可能な部分、ユニバーサルプライマーの
ための結合部位、又はその両方に関連付けられる、前記〔１５９〕～〔１７４〕のいずれ
か一項に記載の方法。
〔１７６〕前記標的結合領域が、ポリ（ｄＴ）領域を含む、前記〔１３２〕～〔１７５〕
のいずれか一項に記載の方法。
〔１７７〕前記複数の確率バーコードが、バーコーディング粒子に関連付けられる、前記
〔１３２〕～〔１７６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１７８〕前記複数の確率バーコードの少なくとも１つの確率バーコードが、前記バーコ
ーディング粒子上に固定されるか、前記バーコーディング粒子上に部分的に固定されるか
、前記バーコーディング粒子に封入されるか、前記バーコーディング粒子に部分的に封入
されるか、又はそれらの組合せである、前記〔１７７〕に記載の方法。
〔１７９〕前記バーコーディング粒子が崩壊性である、前記〔１７７〕～〔１７８〕のい
ずれか一項に記載の方法。
〔１８０〕前記バーコーディング粒子が、バーコーディングビーズを含む、前記〔１７７
〕～〔１７９〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１８１〕前記バーコーディングビーズが、セファロースビーズ、ストレプトアビジンビ
ーズ、アガロースビーズ、磁気ビーズ、コンジュゲートビーズ、プロテインＡコンジュゲ
ートビーズ、プロテインＧコンジュゲートビーズ、プロテインＡ／Ｇコンジュゲートビー
ズ、プロテインＬコンジュゲートビーズ、オリゴ（ｄＴ）コンジュゲートビーズ、シリカ
ビーズ、シリカ様ビーズ、抗ビオチンマイクロビーズ、抗蛍光色素マイクロビーズ、又は
それらの任意の組合せを含み、又は前記バーコーディング粒子が、ポリジメチルシロキサ
ン（ＰＤＭＳ）、ポリスチレン、ガラス、ポリプロピレン、アガロース、ゼラチン、ヒド
ロゲル、常磁性材料、セラミック、プラスチック、ガラス、メチルスチレン、アクリルポ
リマー、チタン、ラテックス、セファロース、セルロース、ナイロン、シリコーン、又は
それらの任意の組合せの材料を含む、前記〔１７７〕～〔１８０〕のいずれか一項に記載
の方法。
〔１８２〕前記バーコーディング粒子が、崩壊性ヒドロゲル粒子を含む、前記〔１７７〕
～〔１８１〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１８３〕前記バーコーディング粒子の前記確率バーコードが、少なくとも１０００、１
００００、又はそれらの組合せの異なる分子標識配列から選択される分子標識配列を含む
、前記〔１７７〕～〔１８２〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１８４〕前記確率バーコードの前記分子標識配列が、ランダム配列を含む、前記〔１７
７〕～〔１８３〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１８５〕前記バーコーディング粒子が、少なくとも１００００の確率バーコードを含む
、前記〔１７７〕～〔１８４〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１８６〕前記複数の確率バーコードを用いて、前記複数の標的及び前記複数のコントロ
ール粒子オリゴヌクレオチドに確率バーコードを付ける工程が、
　前記複数の確率バーコードを、前記複数の標的の標的及び前記複数のコントロール粒子
オリゴヌクレオチドのコントロール粒子オリゴヌクレオチドと接触させて、前記標的及び
前記コントロール粒子オリゴヌクレオチドにハイブリダイズされた確率バーコードを生成
する工程と；
　前記標的及び前記コントロール粒子オリゴヌクレオチドにハイブリダイズされた前記確
率バーコードを伸長して、前記複数の確率バーコード付き標的及び前記複数の確率バーコ
ード付きコントロール粒子オリゴヌクレオチドを生成する工程と、を含む、前記〔１３２
〕～〔１８５〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１８７〕前記確率バーコードを伸長する工程が、ＤＮＡポリメラーゼ、逆転写酵素、又
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はそれらの組合せを用いて、前記確率バーコードを伸長する工程を含む、前記〔１８６〕
に記載の方法。
〔１８８〕複数のアンプリコンを生成するために、前記複数の確率バーコード付き標的及
び前記複数の確率バーコード付きコントロール粒子オリゴヌクレオチドを増幅する工程を
含む、前記〔１３２〕～〔１８７〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１８９〕前記複数の確率バーコード付き標的及び前記複数の確率バーコード付きコント
ロール粒子オリゴヌクレオチドを増幅する工程が、ポリメラーゼ鎖反応（ＰＣＲ）を用い
て、
　前記分子標識配列の少なくとも一部及び前記コントロール粒子オリゴヌクレオチドの少
なくとも一部、又は
　前記分子標識配列の少なくとも一部及び前記コントロール粒子オリゴヌクレオチドの少
なくとも一部
を増幅する工程を含む、前記〔１８８〕に記載の方法。
〔１９０〕前記シーケンシングデータを取得する工程が、前記複数のアンプリコンのシー
ケンシングデータを取得する工程を含む、前記〔１８８〕～〔１８９〕のいずれか一項に
記載の方法。
〔１９１〕前記シーケンシングデータを取得する工程が、
　前記分子標識配列の少なくとも一部及び前記コントロール粒子オリゴヌクレオチドの少
なくとも一部、又は
　前記分子標識配列の少なくとも一部及び前記コントロール粒子オリゴヌクレオチドの少
なくとも一部
をシーケンシングする工程を含む、前記〔１９０〕に記載の方法。
〔１９２〕細胞同定のための方法であって、
　第１の複数の細胞及び第２の複数の細胞を、それぞれ２つのサンプルインデックス付加
組成物と接触させる工程であって、
　前記第１の複数の細胞の各々及び前記第２の複数の細胞の各々が、１つ以上の細胞成分
標的を含み、前記２つのサンプルインデックス付加組成物の各々が、サンプルインデック
ス付加オリゴヌクレオチドに関連付けられた細胞成分結合試薬を含み、前記細胞成分結合
試薬が、前記１つ以上の細胞成分標的の少なくとも１つに特異的に結合することが可能で
あり、
　前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、サンプルインデックス付加配列
を含み、前記２つのサンプルインデックス付加組成物のサンプルインデックス付加配列が
、異なる配列を含む工程と；
　複数のバーコードを用いて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドにバー
コードを付けて、複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを
生成する工程であって、
　前記複数のバーコードの各々が、細胞標識配列、分子標識配列、及び標的結合領域を含
み、前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードの前記分子標識配列が、異なる
配列を含み、前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードが、同一の細胞標識配
列を含む工程と；
　前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドのシーケンシ
ングデータを取得する工程と；
　得られた前記シーケンシングデータ中の２つ以上のサンプルインデックス付加配列に関
連付けられた細胞標識配列を同定する工程と；
　得られた前記シーケンシングデータから、前記細胞標識配列に関連付けられたシーケン
シングデータを除去する工程と、を含む、方法。
〔１９３〕前記第１の複数の細胞及び前記第２の複数の細胞を、それぞれ前記２つのサン
プルインデックス付加組成物と接触させる工程が、
　前記第１の複数の細胞を、前記２つのサンプルインデックス付加組成物の第１のサンプ
ルインデックス付加組成物と接触させる工程と；
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　前記第１の複数の細胞を、前記２つのサンプルインデックス付加組成物の第２のサンプ
ルインデックス付加組成物と接触させる工程と、を含む、前記〔１９２〕に記載の方法。
〔１９４〕前記サンプルインデックス付加配列が、６５６０ヌクレオチド長である、前記
〔１９２〕～〔１９３〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１９５〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、５０～５００ヌクレオ
チド長である、前記〔１９２〕～〔１９４〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１９６〕前記複数のサンプルインデックス付加組成物の少なくとも１０、１００、１０
００、又はそれらの組合せのサンプルインデックス付加組成物のサンプルインデックス付
加配列が、異なる配列を含む、前記〔１９２〕～〔１９５〕のいずれか一項に記載の方法
。
〔１９７〕前記細胞成分結合試薬が、抗体、四量体、アプタマー、タンパク質骨格、又は
それらの組合せを含む、前記〔１９２〕～〔１９６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１９８〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、リンカーを介して前記
細胞成分結合試薬に結合される、前記〔１９２〕～〔１９７〕のいずれか一項に記載の方
法。
〔１９９〕前記複数のサンプルの少なくとも１つのサンプルが、単一細胞を含む、前記〔
１９２〕～〔１９８〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２００〕前記１つ以上の細胞成分標的の少なくとも１つが、細胞表面上にある、前記〔
１９２〕～〔１９９〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２０１〕前記２つのサンプルインデックス付加組成物の未結合のサンプルインデックス
付加組成物を除去する工程を含む、前記〔１９２〕～〔２００〕のいずれか一項に記載の
方法。
〔２０２〕前記未結合のサンプルインデックス付加組成物を除去する工程が、前記第１の
複数の細胞及び前記第２の複数の細胞の細胞を、洗浄緩衝液で洗浄する工程を含む、前記
〔２０１〕に記載の方法。
〔２０３〕前記未結合のサンプルインデックス付加組成物を除去する工程が、フローサイ
トメトリーを用いて、前記２つのサンプルインデックス付加組成物のうちの少なくとも１
つの細胞成分結合試薬に結合された細胞を選択する工程を含む、前記〔２０１〕に記載の
方法。
〔２０４〕前記複数のサンプルの各々から前記１つ以上の細胞を溶解させる工程を含む、
前記〔１９２〕～〔２０３〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２０５〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、前記細胞成分結合試薬
から切り離し可能又は切り離し不可能であるように構成される、前記〔１９２〕～〔２０
４〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２０６〕前記細胞成分結合試薬から前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチド
を切り離す工程を含む、前記〔１９２〕～〔２０５〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２０７〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを切り離す工程が、ＵＶ光
切断、化学処理、加熱、酵素処理、又はそれらの任意の組合せにより前記細胞成分結合試
薬から前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを切り離す工程を含む、前記〔
２０６〕に記載の方法。
〔２０８〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、前記１つ以上の細胞の
いずれかのゲノム配列に対して相同でないか、又は１つの種のゲノム配列に対して相同で
あるか、又はそれらの組合せである、前記〔１９２〕～〔２０７〕のいずれか一項に記載
の方法。
〔２０９〕前記種が、非哺乳動物種である、前記〔２０８〕に記載の方法。
〔２１０〕前記複数のサンプルのうちの１つのサンプルが、複数の細胞、組織、腫瘍サン
プル、又はそれらの任意の組合せを含む、前記〔１９２〕～〔２０９〕のいずれか一項に
記載の方法。
〔２１１〕前記複数のサンプルが、哺乳動物細胞、細菌細胞、ウイルス細胞、酵母細胞、
真菌細胞、又はそれらの任意の組合せを含む、前記〔１９２〕～〔２１０〕のいずれか一
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項に記載の方法。
〔２１２〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、前記複数のバーコード
の少なくとも１つのバーコードの捕捉配列に相補的な配列を含む、前記〔１９２〕～〔２
１１〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２１３〕前記バーコードが、前記捕捉配列を含む標的結合領域を含む、前記〔２１２〕
に記載の方法。
〔２１４〕前記標的結合領域が、ポリ（ｄＴ）領域を含む、前記〔２１３〕に記載の方法
。
〔２１５〕前記バーコードの前記捕捉配列に相補的な前記サンプルインデックス付加オリ
ゴヌクレオチドの前記配列が、ポリ（ｄＡ）領域を含む、前記〔２１２〕～〔２１４〕の
いずれか一項に記載の方法。
〔２１６〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、分子標識配列、ユニバ
ーサルプライマーのための結合部位、又はその両方を含む、前記〔１９２〕～〔２１５〕
のいずれか一項に記載の方法。
〔２１７〕前記細胞成分標的が、炭水化物、脂質、タンパク質、細胞外タンパク質、細胞
表面タンパク質、細胞マーカー、Ｂ細胞レセプター、Ｔ細胞レセプター、主要組織適合性
複合体、腫瘍抗原、レセプター、細胞内タンパク質又はそれらの任意の組合せを含む、前
記〔１９２〕～〔２１６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２１８〕前記細胞成分標的が、１０～１００の異なるタンパク質標的を含む群から選択
される、前記〔１９２〕～〔２１７〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２１９〕前記細胞成分結合試薬が、同一の配列を有する２つ以上のサンプルインデック
ス付加オリゴヌクレオチドに関連付けられる、前記〔１９２〕～〔２１８〕のいずれか一
項に記載の方法。
〔２２０〕前記細胞成分結合試薬が、異なるサンプルインデックス付加配列を有する２つ
以上のサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドに関連付けられる、前記〔１９２〕
～〔２１８〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２２１〕前記複数のサンプルインデックス付加組成物の前記サンプルインデックス付加
組成物が、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドと結合されない第２の細胞
成分結合試薬を含む、前記〔１９２〕～〔２２０〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２２２〕前記細胞成分結合試薬及び前記第２の細胞成分結合試薬が、同一である、前記
〔２２１〕に記載の方法。
〔２２３〕前記細胞成分結合試薬が、検出可能な部分に関連付けられる、前記〔１９２〕
～〔２２２〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２２４〕前記複数のバーコードのバーコードが、標的結合領域及び分子標識配列を含み
、
　前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードの分子標識配列が、異なる分子標
識配列を含む、前記〔１９２〕～〔２２３〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２２５〕前記バーコードが、細胞標識配列、ユニバーサルプライマーのための結合部位
、又はそれらの任意の組合せを含む、前記〔２２４〕に記載の方法。
〔２２６〕前記標的結合領域が、ポリ（ｄＴ）領域を含む、前記〔２２４〕～〔２２５〕
のいずれか一項に記載の方法。
〔２２７〕前記複数のバーコードが、粒子に関連付けられる、前記〔２２４〕～〔２２６
〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２２８〕前記複数のバーコードの少なくとも１つのバーコードが、前記粒子上に固定さ
れるか、前記粒子上に部分的に固定されるか、前記粒子に封入されるか、前記粒子に部分
的に封入されるか、又はそれらの組合せである、前記〔２２７〕に記載の方法。
〔２２９〕前記粒子が崩壊性である、前記〔２２７〕～〔２２８〕のいずれか一項に記載
の方法。
〔２３０〕前記粒子がビーズを含む、前記〔２２７〕～〔２２９〕のいずれか一項に記載
の方法。



(20) JP 2020-522262 A5 2021.5.20

〔２３１〕前記ビーズが、セファロースビーズ、ストレプトアビジンビーズ、アガロース
ビーズ、磁気ビーズ、コンジュゲートビーズ、プロテインＡコンジュゲートビーズ、プロ
テインＧコンジュゲートビーズ、プロテインＡ／Ｇコンジュゲートビーズ、プロテインＬ
コンジュゲートビーズ、オリゴ（ｄＴ）コンジュゲートビーズ、シリカビーズ、シリカ様
ビーズ、抗ビオチンマイクロビーズ、抗蛍光色素マイクロビーズ、又はそれらの任意の組
合せを含み、又は前記粒子が、ポリジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）、ポリスチレン、ガ
ラス、ポリプロピレン、アガロース、ゼラチン、ヒドロゲル、常磁性材料、セラミック、
プラスチック、ガラス、メチルスチレン、アクリルポリマー、チタン、ラテックス、セフ
ァロース、セルロース、ナイロン、シリコーン、及びそれらの任意の組合せからなる群か
ら選択される材料を含む、前記〔２２７〕～〔２３０〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２３２〕前記粒子が、崩壊性ヒドロゲル粒子を含む、前記〔２２７〕～〔２３１〕のい
ずれか一項に記載の方法。
〔２３３〕前記粒子が、検出可能な部分に関連付けられる、前記〔２２７〕～〔２３２〕
のいずれか一項に記載のコントロール粒子組成物。
〔２３４〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、検出可能な部分に関連
付けられる、前記〔２２７〕～〔２３２〕のいずれか一項に記載のコントロール粒子組成
物。
〔２３５〕前記粒子の前記バーコードが、少なくとも１０００、１００００、又はそれら
の組合せの異なる分子標識配列から選択される分子標識配列を含む、前記〔２２７〕～〔
２３４〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２３６〕前記バーコードの前記分子標識配列が、ランダム配列を含む、前記〔２３５〕
に記載の方法。
〔２３７〕前記粒子が、少なくとも１００００のバーコードを含む、前記〔２２７〕～〔
２３６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２３８〕前記複数のバーコードを用いて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレ
オチドにバーコードを付ける工程が、
　前記複数のバーコードを、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドと接触さ
せて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドにハイブリダイズされたバーコ
ードを生成する工程と；
　前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドにハイブリダイズされた前記バーコ
ードを伸長して、前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチ
ドを生成する工程と、を含む、前記〔１９２〕～〔２３７〕のいずれか一項に記載の方法
。
〔２３９〕前記バーコードを伸長する工程が、ＤＮＡポリメラーゼを用いて、前記バーコ
ードを伸長して、前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチ
ドを生成する工程を含む、前記〔２３８〕に記載の方法。
〔２４０〕前記バーコードを伸長する工程が、逆転写酵素を用いて、前記バーコードを伸
長して、前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを生成
する工程を含む、前記〔２３８〕に記載の方法。
〔２４１〕複数のアンプリコンを生成するために、前記複数のバーコード付きサンプルイ
ンデックス付加オリゴヌクレオチドを増幅する工程を含む、前記〔２３８〕～〔２４０〕
のいずれか一項に記載の方法。
〔２４２〕前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを増
幅する工程が、ポリメラーゼ鎖反応（ＰＣＲ）を用いて、前記分子標識配列の少なくとも
一部及び前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの少なくとも一部を増幅する
工程を含む、前記〔２４１〕に記載の方法。
〔２４３〕前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの前
記シーケンシングデータを取得する工程が、前記複数のアンプリコンのシーケンシングデ
ータを取得する工程を含む、前記〔２４１〕～〔２４２〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２４４〕前記シーケンシングデータを取得する工程が、前記分子標識配列の少なくとも
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一部及び前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの少なくとも一部をシーケン
シングする工程を含む、前記〔２４３〕に記載の方法。
〔２４５〕前記少なくとも１つの細胞の前記サンプル起源を同定する工程が、前記少なく
とも１つのバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの前記サンプル
インデックス付加配列に基づいて、前記複数のバーコード付き標的のサンプル起源を同定
する工程を含む、前記〔１９２〕～〔２４４〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２４６〕前記複数のバーコードを用いて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレ
オチドにバーコードを付けて、前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリ
ゴヌクレオチドを生成する工程が、複数の確率バーコードを用いて、前記サンプルインデ
ックス付加オリゴヌクレオチドに確率バーコードを付けて、複数の確率バーコード付きサ
ンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを生成する工程を含む、前記〔１９２〕～〔
２４５〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２４７〕前記複数のバーコードを用いて、前記細胞の複数の標的にバーコードを付けて
、複数のバーコード付き標的を生成する工程であって、前記複数のバーコードの各々が、
細胞標識配列を含み、前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードが、同一の細
胞標識配列を含む工程と；
　前記バーコード付き標的のシーケンシングデータを取得する工程と、を含む、前記〔１
９２〕～〔２４６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２４８〕前記複数のバーコードを用いて、前記複数の標的にバーコードを付けて、前記
複数のバーコード付き標的を生成する工程が、
　前記標的のコピーを、前記バーコードの標的結合領域と接触させる工程と；
　前記複数のバーコードを用いて、前記複数の標的を逆転写して、複数の逆転写された標
的を生成する工程と、を含む、前記〔２４７〕に記載の方法。
〔２４９〕前記複数のバーコード付き標的の前記シーケンシングデータを取得する工程の
前に、前記バーコード付き標的を増幅して、複数の増幅されたバーコード付き標的を生成
する工程を含む、前記〔２４７〕～〔２４８〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２５０〕前記バーコード付き標的を増幅して、前記複数の増幅されたバーコード付き標
的を生成する工程が、ポリメラーゼ鎖反応（ＰＣＲ）によって前記バーコード付き標的を
増幅する工程を含む、前記〔２４９〕に記載の方法。
〔２５１〕前記複数のバーコードを用いて、前記細胞の前記複数の標的にバーコードを付
けて、前記複数のバーコード付き標的を生成する工程が、複数の確率バーコードを用いて
、前記細胞の前記複数の標的に確率バーコードを付けて、複数の確率バーコード付き標的
を生成する工程を含む、前記〔２４７〕～〔２５０〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２５２〕シーケンシングコントロールのための方法であって、
　複数の細胞の１つ以上の細胞を、複数のコントロール組成物のうちの１つのコントロー
ル組成物と接触させる工程であって、
　前記複数の細胞のうちの１つの細胞が、複数の標的及び複数のタンパク質標的を含み、
　前記複数のコントロール組成物の各々が、コントロールオリゴヌクレオチドに関連付け
られたタンパク質結合試薬を含み、前記タンパク質結合試薬が、前記複数のタンパク質標
的の少なくとも１つに特異的に結合することが可能であり、前記コントロールオリゴヌク
レオチドが、コントロールバーコード配列、及び前記複数のバーコードのうちの少なくと
も１つの前記標的結合領域と実質的に相補的な配列を含む擬似標的領域を含む工程と；
　複数のバーコードを用いて、前記コントロールオリゴヌクレオチドにバーコードを付け
て、複数のバーコード付きコントロールオリゴヌクレオチドを生成する工程であって、
　前記複数のバーコードの各々が、細胞標識配列、分子標識配列、及び標的結合領域を含
み、前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードの前記分子標識配列が、異なる
配列を含み、前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードが、同一の細胞標識配
列を含む工程と；
　前記複数のバーコード付きコントロールオリゴヌクレオチドのシーケンシングデータを
取得する工程と；
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　前記シーケンシングデータ中の前記複数のバーコード付きコントロールオリゴヌクレオ
チドの少なくとも１つの特性を用いて、前記１つ以上の細胞の少なくとも１つの特性を決
定する工程と、を含む、方法。
〔２５３〕シーケンシングコントロールのための方法であって、
　複数の細胞の１つ以上の細胞を、複数のコントロール組成物のうちの１つのコントロー
ル組成物と接触させる工程であって、
　前記複数の細胞のうちの１つの細胞が、複数の標的及び複数の細胞成分標的を含み、
　前記複数のコントロール組成物の各々が、コントロールオリゴヌクレオチドに関連付け
られた細胞成分結合試薬を含み、前記細胞成分結合試薬が、前記複数の細胞成分標的の少
なくとも１つに特異的に結合することが可能であり、前記コントロールオリゴヌクレオチ
ドが、コントロールバーコード配列、及び前記複数のバーコードのうちの少なくとも１つ
の前記標的結合領域と実質的に相補的な配列を含む擬似標的領域を含む工程と；
　複数のバーコードを用いて、前記コントロールオリゴヌクレオチドにバーコードを付け
て、複数のバーコード付きコントロールオリゴヌクレオチドを生成する工程であって、
　前記複数のバーコードの各々が、細胞標識配列、分子標識配列、及び標的結合領域を含
み、前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードの前記分子標識配列が、異なる
配列を含み、前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードが、同一の細胞標識配
列を含む工程と；
　前記複数のバーコード付きコントロールオリゴヌクレオチドのシーケンシングデータを
取得する工程と；
　前記シーケンシングデータ中の前記複数のバーコード付きコントロールオリゴヌクレオ
チドの少なくとも１つの特性を用いて、前記１つ以上の細胞の少なくとも１つの特性を決
定する工程と、を含む、方法。
〔２５４〕前記細胞成分標的が、タンパク質標的を含む、前記〔２５３〕に記載の方法。
〔２５５〕シーケンシングコントロールのための方法であって、
　複数の細胞の１つ以上の細胞を、複数のコントロール組成物のうちの１つのコントロー
ル組成物と接触させる工程であって、
　前記複数の細胞のうちの１つの細胞が、複数の標的及び複数の細胞成分標的を含み、
　前記複数のコントロール組成物の各々が、コントロールオリゴヌクレオチドに関連付け
られた細胞成分結合試薬を含み、前記細胞成分結合試薬が、前記複数の細胞成分標的の少
なくとも１つに特異的に結合することが可能であり、前記コントロールオリゴヌクレオチ
ドが、コントロールバーコード配列、及び前記複数のバーコードのうちの少なくとも１つ
の前記標的結合領域と実質的に相補的な配列を含む擬似標的領域を含む工程と；
　前記複数のコントロールオリゴヌクレオチドの少なくとも１つの特性を用いて、前記１
つ以上の細胞の少なくとも１つの特性を決定する工程と、を含む、方法。
〔２５６〕前記細胞成分標的が、タンパク質標的を含む、前記〔２５５〕に記載の方法。
〔２５７〕複数のバーコードを用いて、前記コントロールオリゴヌクレオチドにバーコー
ドを付けて、複数のバーコード付きコントロールオリゴヌクレオチドを生成する工程であ
って、前記複数のバーコードの各々が、細胞標識配列、分子標識配列、及び標的結合領域
を含み、前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードの前記分子標識配列が、異
なる配列を含み、前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードが、同一の細胞標
識配列を含む工程と；
　前記複数のバーコード付きコントロールオリゴヌクレオチドのシーケンシングデータを
取得する工程と、を含む、前記〔２５５〕～〔２５６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２５８〕前記擬似標的領域が、ポリ（ｄＡ）領域を含む、前記〔２５２〕～〔２５７〕
のいずれか一項に記載の方法。
〔２５９〕前記コントロールバーコード配列が、６～６０ヌクレオチド長である、前記〔
２５２〕～〔２５８〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２６０〕前記コントロールバーコードオリゴヌクレオチドが、５０～５００ヌクレオチ
ド長である、前記〔２５２〕～〔２５９〕のいずれか一項に記載の方法。
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〔２６１〕前記複数のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの少なくとも２、１０、１０
０、１０００、又はそれらの組合せの前記コントロールバーコード配列が同一である、前
記〔２５２〕～〔２６０〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２６２〕前記複数のコントロール粒子オリゴヌクレオチドの少なくとも２、１０、１０
０、１０００、又はそれらの組合せが、異なるコントロールバーコード配列を含む、前記
〔２５２〕～〔２６１〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２６３〕前記１つ以上の細胞の前記少なくとも１つの特性を決定する工程が、
　前記シーケンシングデータ中の前記複数のバーコード付きコントロールオリゴヌクレオ
チドに関連付けられた識別可能な配列を有する細胞標識配列の数を決定する工程と；
　前記複数のバーコード付きコントロールオリゴヌクレオチドに関連付けられた識別可能
な配列を有する細胞標識配列の数を使用して前記１つ以上の細胞の数を決定する工程と、
を含む、前記〔２５２〕～〔２６２〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２６４〕決定された前記１つ以上の細胞の数に基づいて単一細胞捕捉効率を決定する工
程を含む、前記〔２６３〕に記載の方法。
〔２６５〕決定された前記１つ以上の細胞の数と前記複数の細胞の数の比に基づいて単一
細胞捕捉効率を決定する工程を含む、前記〔２６３〕に記載の方法。
〔２６６〕前記１つ以上の細胞の前記少なくとも１つの特性を決定する工程が、
　前記シーケンシングデータにおける各細胞標識について、前記細胞標識及び前記コント
ロールバーコード配列に関連付けられた識別可能な配列を有する分子標識配列の数を決定
する工程と；
　前記細胞標識及び前記コントロールバーコード配列に関連付けられた識別可能な配列を
有する分子標識配列の数を使用して前記１つ以上の細胞の数を決定する工程と、を含む、
前記〔２５２〕～〔２６５〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２６７〕前記細胞標識及び前記コントロールバーコード配列に関連付けられた識別可能
な配列を有する分子標識配列の数を決定する工程が、
　前記シーケンシングデータにおける各細胞標識について、前記細胞標識及び前記コント
ロールバーコード配列に関連付けられた最多数の識別可能な配列を有する分子標識配列の
数を決定する工程を含む、前記〔２６６〕に記載の方法。
〔２６８〕前記細胞標識及び前記コントロールバーコード配列に関連付けられた識別可能
な配列を有する分子標識配列の数を使用して前記１つ以上の細胞の数を決定する工程が、
　最多数の識別可能な配列を有する分子標識配列の数に関連付けられた前記シーケンシン
グデータにおいて、細胞標識の数と最多数の識別可能な配列を有する分子標識配列の数の
プロットを作製する工程と；
　前記１つ以上の細胞の数として前記プロットにおけるカットオフを決定する工程と、を
含む、前記〔２６７〕に記載の方法。
〔２６９〕前記コントロールオリゴヌクレオチドが、前記複数の細胞のいずれかのゲノム
配列に対して相同でなく、又は前記コントロールオリゴヌクレオチドが、１つの種のゲノ
ム配列に対して相同である、前記〔２５２〕～〔２６８〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２７０〕前記種が、非哺乳動物種である、前記〔２６９〕に記載の方法。
〔２７１〕前記コントロールオリゴヌクレオチドにバーコードを付ける工程の前に、前記
タンパク質結合試薬、又は前記細胞成分結合試薬から前記コントロールオリゴヌクレオチ
ドを放出する工程を含む、前記〔２５２〕～〔２７０〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２７２〕前記複数のコントロール組成物の未結合のコントロール組成物を除去する工程
を含む、前記〔２５２〕～〔２７１〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２７３〕前記未結合のコントロール組成物を除去する工程が、前記複数の細胞の前記１
つ以上の細胞を、洗浄緩衝液で洗浄する工程を含む、前記〔２７２〕に記載の方法。
〔２７４〕前記未結合のサンプルインデックス付加組成物を除去する工程が、フローサイ
トメトリーを用いて、前記コントロール組成物の、少なくとも１つのタンパク質結合試薬
、又は少なくとも１つの細胞成分結合試薬に結合された細胞を選択する工程を含む、前記
〔２７３〕に記載の方法。
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〔２７５〕前記複数のタンパク質標的の少なくとも１つ、又は前記複数の細胞成分標的の
少なくとも１つが、細胞表面上で発現される、前記〔２５２〕～〔２７４〕のいずれか一
項に記載の方法。
〔２７６〕前記複数のタンパク質標的の少なくとも１つ、又は前記複数の細胞成分標的の
少なくとも１つが、細胞表面タンパク質、細胞マーカー、Ｂ細胞レセプター、Ｔ細胞レセ
プター、主要組織適合性複合体、腫瘍抗原、レセプター、インテグリン、又はそれらの任
意の組合せを含む、前記〔２５２〕～〔２７５〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２７７〕前記タンパク質結合試薬、又は前記細胞成分結合試薬が、抗体、四量体、アプ
タマー、タンパク質骨格、浸潤、又はそれらの組合せを含む、前記〔２５２〕～〔２７６
〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２７８〕前記タンパク質結合試薬のタンパク質標的が、１０～１００の異なるタンパク
質標的を含む群から選択され、又は前記細胞成分結合試薬の細胞成分標的が、１０～１０
０の異なる細胞成分標的を含む群から選択される、前記〔２５２〕～〔２７７〕のいずれ
か一項に記載の方法。
〔２７９〕前記タンパク質結合試薬のタンパク質標的、又は前記細胞成分結合試薬の細胞
成分標的が、炭水化物、脂質、タンパク質、細胞外タンパク質、細胞表面タンパク質、細
胞マーカー、Ｂ細胞レセプター、Ｔ細胞レセプター、主要組織適合性複合体、腫瘍抗原、
レセプター、インテグリン、細胞内タンパク質、又はそれらの任意の組合せを含む、前記
〔２７８〕に記載の方法。
〔２８０〕前記コントロールオリゴヌクレオチドが、リンカーを介して前記タンパク質結
合試薬、又は前記細胞成分結合試薬に結合される、前記〔２５２〕～〔２７９〕のいずれ
か一項に記載の方法。
〔２８１〕前記タンパク質結合試薬、又は前記細胞成分結合試薬が、同一のコントロール
バーコード配列を有する２つ以上のコントロールオリゴヌクレオチドに関連付けられる、
前記〔２５２〕～〔２８０〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２８２〕前記タンパク質結合試薬、又は前記細胞成分結合試薬が、異なる同一のコント
ロールバーコード配列を有する２つ以上のコントロールオリゴヌクレオチドに関連付けら
れる、前記〔２５２〕～〔２８１〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２８３〕前記複数のコントロール組成物のタンパク質結合試薬、又は第２の細胞成分結
合試薬が、前記コントロールオリゴヌクレオチドに関連付けられない、前記〔２５２〕～
〔２８２〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２８４〕前記タンパク質結合試薬及び前記第２のタンパク質結合試薬が、同一であるか
、又は前記細胞成分結合試薬及び前記第２の細胞成分結合試薬が、同一である、前記〔２
８３〕に記載の方法。
〔２８５〕前記バーコードが、ユニバーサルプライマーのための結合部位を含む、前記〔
２５２〕～〔２８４〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２８６〕前記標的結合領域が、ポリ（ｄＴ）領域を含む、前記〔２５２〕～〔２８５〕
のいずれか一項に記載の方法。
〔２８７〕前記複数のバーコードが、バーコーディング粒子に関連付けられる、前記〔２
５２〕～〔２８６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２８８〕前記複数のバーコードの少なくとも１つのバーコードが、前記バーコーディン
グ粒子上に固定されるか、前記バーコーディング粒子上に部分的に固定されるか、前記バ
ーコーディング粒子に封入されるか、前記バーコーディング粒子に部分的に封入されるか
、又はそれらの組合せである、前記〔２８７〕に記載の方法。
〔２８９〕前記バーコーディング粒子が崩壊性である、前記〔２８７〕～〔２８８〕のい
ずれか一項に記載の方法。
〔２９０〕前記バーコーディング粒子が、バーコーディングビーズを含む、前記〔２８７
〕～〔２８９〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２９１〕前記バーコーディング粒子が、セファロースビーズ、ストレプトアビジンビー
ズ、アガロースビーズ、磁気ビーズ、コンジュゲートビーズ、プロテインＡコンジュゲー
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トビーズ、プロテインＧコンジュゲートビーズ、プロテインＡ／Ｇコンジュゲートビーズ
、プロテインＬコンジュゲートビーズ、オリゴ（ｄＴ）コンジュゲートビーズ、シリカビ
ーズ、シリカ様ビーズ、抗ビオチンマイクロビーズ、抗蛍光色素マイクロビーズ、又はそ
れらの任意の組合せを含み、又は前記バーコーディング粒子が、ポリジメチルシロキサン
（ＰＤＭＳ）、ポリスチレン、ガラス、ポリプロピレン、アガロース、ゼラチン、ヒドロ
ゲル、常磁性材料、セラミック、プラスチック、ガラス、メチルスチレン、アクリルポリ
マー、チタン、ラテックス、セファロース、セルロース、ナイロン、シリコーン、又はそ
れらの任意の組合せの材料を含む、前記〔２８７〕～〔２９０〕のいずれか一項に記載の
方法。
〔２９２〕前記バーコーディング粒子が、崩壊性ヒドロゲル粒子を含む、前記〔２８７〕
～〔２９１〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２９３〕前記バーコーディング粒子が、光学的部分に関連付けられる、前記〔２８７〕
～〔２９２〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２９４〕前記コントロールオリゴヌクレオチドが、光学的部分に関連付けられる、前記
〔２８７〕～〔２９３〕のいずれか一項に記載のコントロール粒子組成物。
〔２９５〕前記バーコーディング粒子の前記バーコードが、少なくとも１０００、１００
００、又はそれらの組合せの異なる分子標識配列から選択される分子標識配列を含む、前
記〔２８７〕～〔２９４〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２９６〕前記バーコードの前記分子標識配列が、ランダム配列を含む、前記〔２８７〕
～〔２９５〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２９７〕前記バーコーディング粒子が、少なくとも１００００のバーコードを含む、前
記〔２８７〕～〔２９６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２９８〕前記コントロールオリゴヌクレオチドにバーコードを付ける工程が、複数の確
率バーコードを用いて、前記コントロールオリゴヌクレオチドにバーコードを付けて、複
数の確率バーコード付きコントロールオリゴヌクレオチドを生成する工程を含む、前記〔
２５２〕～〔２９７〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２９９〕前記複数のバーコードを用いて、前記複数のコントロールオリゴヌクレオチド
にバーコードを付ける工程が、
　前記複数のバーコードを、前記複数のコントロール組成物のコントロールオリゴヌクレ
オチドと接触させて、前記コントロールオリゴヌクレオチドにハイブリダイズされたバー
コードを生成する工程と；
　前記コントロールオリゴヌクレオチドにハイブリダイズされた前記確率バーコードを伸
長して、前記複数のバーコード付きコントロールオリゴヌクレオチドを生成する工程と、
を含む、前記〔２５２〕～〔２９８〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３００〕前記バーコードを伸長する工程が、ＤＮＡポリメラーゼ、逆転写酵素、又はそ
れらの組合せを用いて、前記バーコードを伸長する工程を含む、前記〔２９９〕に記載の
方法。
〔３０１〕複数のアンプリコンを生成するために、前記複数のバーコード付きコントロー
ルオリゴヌクレオチドを増幅する工程を含む、前記〔２５２〕～〔３００〕のいずれか一
項に記載の方法。
〔３０２〕前記複数のバーコード付きコントロールオリゴヌクレオチドを増幅する工程が
、ポリメラーゼ鎖反応（ＰＣＲ）を用いて、前記分子標識配列の少なくとも一部及び前記
コントロールオリゴヌクレオチドの少なくとも一部を増幅する工程を含む、前記〔３０１
〕に記載の方法。
〔３０３〕前記シーケンシングデータを取得する工程が、前記複数のアンプリコンのシー
ケンシングデータを取得する工程を含む、前記〔３０１〕～〔３０２〕のいずれか一項に
記載の方法。
〔３０４〕前記シーケンシングデータを取得する工程が、前記分子標識配列の少なくとも
一部及び前記コントロールオリゴヌクレオチドの少なくとも一部をシーケンシングする工
程を含む、前記〔３０３〕に記載の方法。
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〔３０５〕細胞同定のための方法であって、
　第１の複数の細胞及び第２の複数の細胞を、それぞれ、複数のサンプルインデックス付
加組成物の２つのサンプルインデックス付加組成物と接触させる工程であって、
　前記第１の複数の細胞の各々及び前記第２の複数の細胞の各々が、１つ以上のタンパク
質標的を含み、前記２つのサンプルインデックス付加組成物の各々が、サンプルインデッ
クス付加オリゴヌクレオチドに関連付けられたタンパク質結合試薬を含み、前記タンパク
質結合試薬が、１つ以上のタンパク質標的の少なくとも１つに特異的に結合することが可
能であり、
　前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、サンプルインデックス付加配列
を含み、前記２つのサンプルインデックス付加組成物のサンプルインデックス付加配列が
、異なる配列を含む工程と；
　複数のバーコードを用いて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドにバー
コードを付けて、複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを
生成する工程であって，
　前記複数のバーコードの各々が、細胞標識配列、分子標識配列、及び標的結合領域を含
み、前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードの前記分子標識配列が、異なる
配列を含み、前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードが、同一の細胞標識配
列を含む工程と；
　前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドのシーケンシ
ングデータを取得する工程と；
　得られた前記シーケンシングデータ中の２つ以上のサンプルインデックス付加配列に各
々が関連付けられた１つ以上の細胞標識配列を同定する工程と；
　得られた前記シーケンシングデータから、２つ以上のサンプルインデックス付加配列に
各々が関連付けられた前記１つ以上の細胞標識配列に関連付けられた前記シーケンシング
データを除去する工程と、を含む、方法。
〔３０６〕マルチプレットの同定のための方法であって、
　第１の複数の細胞及び第２の複数の細胞を、それぞれ、複数のサンプルインデックス付
加組成物の２つのサンプルインデックス付加組成物と接触させる工程であって、
　前記第１の複数の細胞の各々及び前記第２の複数の細胞の各々が、１つ以上のタンパク
質標的を含み、前記２つのサンプルインデックス付加組成物の各々が、サンプルインデッ
クス付加オリゴヌクレオチドに関連付けられたタンパク質結合試薬を含み、前記タンパク
質結合試薬が、１つ以上のタンパク質標的の少なくとも１つに特異的に結合することが可
能であり、
　前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、サンプルインデックス付加配列
を含み、前記２つのサンプルインデックス付加組成物のサンプルインデックス付加配列が
、異なる配列を含む工程と；
　複数のバーコードを用いて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドにバー
コードを付けて、複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを
生成する工程であって、
　前記複数のバーコードの各々が、細胞標識配列、分子標識配列、及び標的結合領域を含
み、前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードの前記分子標識配列が、異なる
配列を含み、前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードが、同一の細胞標識配
列を含む工程と；
　前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドのシーケンシ
ングデータを取得する工程と；
　得られた前記シーケンシングデータ中の２つ以上のサンプルインデックス付加配列に各
々が関連付けられた１つ以上の多細胞標識配列を同定する工程と、を含む、方法。
〔３０７〕細胞同定のための方法であって、
　第１の複数の細胞及び第２の複数の細胞を、それぞれ、複数のサンプルインデックス付
加組成物の２つのサンプルインデックス付加組成物と接触させる工程であって、
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　前記第１の複数の細胞の各々及び前記第２の複数の細胞の各々が、１つ以上の細胞成分
標的を含み、前記２つのサンプルインデックス付加組成物の各々が、サンプルインデック
ス付加オリゴヌクレオチドに関連付けられた細胞成分結合試薬を含み、前記細胞成分結合
試薬が、前記１つ以上の細胞成分標的の少なくとも１つに特異的に結合することが可能で
あり、
　前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、サンプルインデックス付加配列
を含み、前記２つのサンプルインデックス付加組成物のサンプルインデックス付加配列が
、異なる配列を含む工程と；
　複数のバーコードを用いて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドにバー
コードを付けて、複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを
生成する工程であって、
　前記複数のバーコードの各々が、細胞標識配列、分子標識配列、及び標的結合領域を含
み、前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードの前記分子標識配列が、異なる
配列を含み、前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードが、同一の細胞標識配
列を含む工程と；
　前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドのシーケンシ
ングデータを取得する工程と；
　得られた前記シーケンシングデータ中の２つ以上のサンプルインデックス付加配列に各
々が関連付けられた１つ以上の細胞標識配列を同定する工程と；
　得られた前記シーケンシングデータから、２つ以上のサンプルインデックス付加配列に
各々が関連付けられた前記１つ以上の細胞標識配列に関連付けられた前記シーケンシング
データを除去する工程と、を含む、方法。
〔３０８〕マルチプレットの同定のための方法であって、
　第１の複数の細胞及び第２の複数の細胞を、それぞれ、複数のサンプルインデックス付
加組成物の２つのサンプルインデックス付加組成物と接触させる工程であって、
　前記第１の複数の細胞の各々及び前記第２の複数の細胞の各々が、１つ以上の細胞成分
標的を含み、前記２つのサンプルインデックス付加組成物の各々が、サンプルインデック
ス付加オリゴヌクレオチドに関連付けられた細胞成分結合試薬を含み、前記細胞成分結合
試薬が、前記１つ以上の細胞成分標的の少なくとも１つに特異的に結合することが可能で
あり、
　前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、サンプルインデックス付加配列
を含み、前記２つのサンプルインデックス付加組成物のサンプルインデックス付加配列が
、異なる配列を含む工程と；
　複数のバーコードを用いて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドにバー
コードを付けて、複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを
生成する工程であって、
　前記複数のバーコードの各々が、細胞標識配列、分子標識配列、及び標的結合領域を含
み、前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードの前記分子標識配列が、異なる
配列を含み、前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードが、同一の細胞標識配
列を含む工程と；
　前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドのシーケンシ
ングデータを取得する工程と；
　前記シーケンシングデータ中の２つ以上のサンプルインデックス付加配列に各々が関連
付けられた１つ以上の多細胞標識配列を同定する工程と、を含む、方法。
〔３０９〕前記細胞成分結合試薬が、タンパク質結合試薬を含み、前記タンパク質結合試
薬が、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドに関連付けられ、前記１つ以上
の細胞成分標的が、１つ以上のタンパク質標的を含む、前記〔３０７〕～〔３０８〕のい
ずれか一項に記載の方法。
〔３１０〕前記第１の複数の細胞及び前記第２の複数の細胞を、それぞれ前記２つのサン
プルインデックス付加組成物と接触させる工程が、
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　前記第１の複数の細胞を、前記２つのサンプルインデックス付加組成物の第１のサンプ
ルインデックス付加組成物と接触させる工程と；
　前記第１の複数の細胞を、前記２つのサンプルインデックス付加組成物の第２のサンプ
ルインデックス付加組成物と接触させる工程と、を含む、前記〔３０５〕～〔３０９〕の
いずれか一項に記載の方法。
〔３１１〕サンプル同定のための方法であって、
　第１の複数の細胞及び第２の複数の細胞の各々に由来する１つ以上の細胞を、それぞれ
複数の２つのサンプルインデックス付加組成物のサンプルインデックス付加組成物と接触
させる工程であって、
　前記第１の複数の細胞の各々及び前記第２の複数の細胞の各々が、１つ以上の細胞成分
標的を含み、前記２つのサンプルインデックス付加組成物の各々が、サンプルインデック
ス付加オリゴヌクレオチドに関連付けられた細胞成分結合試薬を含み、前記細胞成分結合
試薬が、前記１つ以上の細胞成分標的の少なくとも１つに特異的に結合することが可能で
あり、
　前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、サンプルインデックス付加配列
を含み、前記２つのサンプルインデックス付加組成物のサンプルインデックス付加配列が
、異なる配列を含む工程と；
　２つ以上のサンプルインデックス付加配列に各々が関連付けられた１つ以上の細胞を同
定する工程と、を含む、方法。
〔３１２〕マルチプレットの同定のための方法であって、
　第１の複数の細胞及び第２の複数の細胞の各々に由来する１つ以上の細胞を、それぞれ
複数の２つのサンプルインデックス付加組成物のサンプルインデックス付加組成物と接触
させる工程であって、
　前記第１の複数の細胞の各々及び前記第２の複数の細胞の各々が、１つ以上の細胞成分
標的を含み、前記２つのサンプルインデックス付加組成物の各々が、サンプルインデック
ス付加オリゴヌクレオチドに関連付けられた細胞成分結合試薬を含み、前記細胞成分結合
試薬が、前記１つ以上の細胞成分標的の少なくとも１つに特異的に結合することが可能で
あり、
　前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、サンプルインデックス付加配列
を含み、前記２つのサンプルインデックス付加組成物のサンプルインデックス付加配列が
、異なる配列を含む工程と；
　多細胞として２つ以上のサンプルインデックス付加配列に各々が関連付けられた１つ以
上の細胞を同定する工程と、を含む、方法。
〔３１３〕前記第１の複数の細胞及び前記第２の複数の細胞を、それぞれ前記２つのサン
プルインデックス付加組成物と接触させる工程が、
　前記第１の複数の細胞を、前記２つのサンプルインデックス付加組成物の第１のサンプ
ルインデックス付加組成物と接触させる工程と；
　前記第１の複数の細胞を、前記２つのサンプルインデックス付加組成物の第２のサンプ
ルインデックス付加組成物と接触させる工程と、を含む、前記〔３０５〕～〔３１２〕の
いずれか一項に記載の方法。
〔３１４〕２つ以上のサンプルインデックス付加配列に各々が関連付けられた前記１つ以
上の細胞を同定する工程が、
　複数のバーコードを用いて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドにバー
コードを付けて、複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを
生成する工程であって，
　前記複数のバーコードの各々が、細胞標識配列、分子標識配列、及び標的結合領域を含
み、前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードの前記分子標識配列が、異なる
配列を含み、前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードが、同一の細胞標識配
列を含む工程と；
　前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドのシーケンシ



(29) JP 2020-522262 A5 2021.5.20

ングデータを取得する工程と；
　得られた前記シーケンシングデータ中の２つ以上のサンプルインデックス付加配列に各
々が関連付けられた１つ以上の細胞標識配列を同定する工程と、を含む、前記〔３０５〕
～〔３１３〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３１５〕得られた前記シーケンシングデータから、２つ以上のサンプルインデックス付
加配列に各々が関連付けられた前記１つ以上の細胞標識配列に関連付けられた前記シーケ
ンシングデータを除去する工程を含む、前記〔３１４〕に記載の方法。
〔３１６〕その後の分析から、前記２つ以上のサンプルインデックス付加配列に各々が関
連付けられた前記１つ以上の細胞標識配列に関連付けられた前記シーケンシングデータを
除外する工程を含む、前記〔３１４〕に記載の方法。
〔３１７〕前記サンプルインデックス付加配列が、６～６０ヌクレオチド長である、前記
〔３０５〕～〔３１６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３１８〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、５０～５００ヌクレオ
チド長である、前記〔３０５〕～〔３１７〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３１９〕前記複数のサンプルインデックス付加組成物の少なくとも１０、１００、１０
００、又はそれらの組合せのサンプルインデックス付加組成物のサンプルインデックス付
加配列が、異なる配列を含む、前記〔３０５〕～〔３１８〕のいずれか一項に記載の方法
。
〔３２０〕前記タンパク質結合試薬、又は前記細胞成分結合試薬が、抗体、四量体、アプ
タマー、タンパク質骨格、インテグリン、又はそれらの組合せを含む、前記〔３０５〕～
〔３１９〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３２１〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、リンカーを介して前記
タンパク質結合試薬、又は前記細胞成分結合試薬に結合される、前記〔３０５〕～〔３２
０〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３２２〕前記第１の複数の細胞及び前記第２の複数の細胞の少なくとも１つが、単一細
胞を含む、前記〔３０５〕～〔３２１〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３２３〕前記少なくとも１つ以上のタンパク質標的、又は前記１つ以上の細胞成分標的
の少なくとも１つが、細胞表面上にある、前記〔３０５〕～〔３２２〕のいずれか一項に
記載の方法。
〔３２４〕前記２つのサンプルインデックス付加組成物の未結合のサンプルインデックス
付加組成物を除去する工程を含む、前記〔３０５〕～〔３２３〕のいずれか一項に記載の
方法。
〔３２５〕前記未結合のサンプルインデックス付加組成物を除去する工程が、前記第１の
複数の細胞及び前記第２の複数の細胞の細胞を、洗浄緩衝液で洗浄する工程を含む、前記
〔３２４〕に記載の方法。
〔３２６〕前記未結合のサンプルインデックス付加組成物を除去する工程が、フローサイ
トメトリーを用いて、前記２つのサンプルインデックス付加組成物の、少なくとも１つの
タンパク質結合試薬、又は少なくとも１つの細胞成分結合試薬に結合された細胞を選択す
る工程を含む、前記〔３２４〕に記載の方法。
〔３２７〕前記第１の複数の細胞及び前記第２の複数の細胞の細胞を溶解させる工程を含
む、前記〔３０５〕～〔３２６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３２８〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、前記タンパク質結合試
薬、又は前記細胞成分結合試薬から切り離し可能又は切り離し不可能であるように構成さ
れる、前記〔３０５〕～〔３２７〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３２９〕前記タンパク質結合試薬、又は前記細胞成分結合試薬から前記サンプルインデ
ックス付加オリゴヌクレオチドを切り離す工程を含む、前記〔３０５〕～〔３２８〕のい
ずれか一項に記載の方法。
〔３３０〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを切り離す工程が、ＵＶ光
切断、化学処理、加熱、酵素処理、又はそれらの任意の組合せにより、前記タンパク質結
合試薬、又は前記細胞成分結合試薬から前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチ
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ドを切り離す工程を含む、前記〔３２９〕に記載の方法。
〔３３１〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、前記１つ以上の細胞の
いずれかのゲノム配列に対して相同でない、前記〔３０５〕～〔３３０〕のいずれか一項
に記載の方法。
〔３３２〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、１つの種のゲノム配列
に対して相同である、前記〔３０５〕～〔３３１〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３３３〕前記第１の複数の細胞及び前記第２の複数の細胞の少なくとも１つが、腫瘍細
胞又は非腫瘍細胞を含む、前記〔３０５〕～〔３３２〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３３４〕前記第１の複数の細胞及び前記第２の複数の細胞の少なくとも１つが、哺乳動
物細胞、細菌細胞、ウイルス細胞、酵母細胞、真菌細胞、又はそれらの任意の組合せを含
む、前記〔３０５〕～〔３３３〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３３５〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、前記複数のバーコード
の少なくとも１つのバーコードの捕捉配列に相補的な配列を含む、前記〔３０５〕～〔３
３４〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３３６〕前記バーコードが、前記捕捉配列を含む標的結合領域を含む、前記〔３３５〕
に記載の方法。
〔３３７〕前記標的結合領域が、ポリ（ｄＴ）領域を含む、前記〔３３６〕に記載の方法
。
〔３３８〕前記バーコードの前記捕捉配列に相補的な前記サンプルインデックス付加オリ
ゴヌクレオチドの前記配列が、ポリ（ｄＡ）領域を含む、前記〔３０５〕～〔３３７〕の
いずれか一項に記載の方法。
〔３３９〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、分子標識配列、ユニバ
ーサルプライマーのための結合部位、又はその両方を含む、前記〔３０５〕～〔３３８〕
のいずれか一項に記載の方法。
〔３４０〕前記タンパク質標的、又は前記細胞成分標的が、炭水化物、脂質、タンパク質
、細胞外タンパク質、細胞表面タンパク質、細胞マーカー、Ｂ細胞レセプター、Ｔ細胞レ
セプター、主要組織適合性複合体、腫瘍抗原、レセプター、細胞内タンパク質又はそれら
の任意の組合せを含む、前記〔３０５〕～〔３３９〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３４１〕前記タンパク質標的が、１０～１００の異なるタンパク質標的を含む群から選
択され、又は前記細胞成分標的が、１０～１００の異なる細胞成分標的を含む群から選択
される、前記〔３０５〕～〔３４０〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３４２〕前記タンパク質結合試薬、又は前記細胞成分結合試薬が、同一の配列を有する
２つ以上のサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドに関連付けられる、前記〔３０
５〕～〔３４１〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３４３〕前記タンパク質結合試薬、又は前記細胞成分結合試薬が、異なるサンプルイン
デックス付加配列を有する２つ以上のサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドに関
連付けられる、前記〔３０５〕～〔３４１〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３４４〕前記複数のサンプルインデックス付加組成物の前記サンプルインデックス付加
組成物が、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドと結合されない、第２のタ
ンパク質結合試薬、又は第２の細胞成分結合試薬を含む、前記〔３０５〕～〔３４３〕の
いずれか一項に記載の方法。
〔３４５〕前記タンパク質結合試薬及び前記第２のタンパク質結合試薬が同一であるか、
又は前記細胞成分結合試薬及び前記第２の細胞成分結合試薬が同一である、前記〔３４４
〕に記載の方法。
〔３４６〕前記タンパク質結合試薬、又は前記細胞成分結合試薬が、検出可能な部分に関
連付けられる、前記〔３０５〕～〔３４５〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３４７〕前記複数のバーコードのバーコードが、標的結合領域及び分子標識配列を含み
、
　前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードの分子標識配列が、異なる分子標
識配列を含む、前記〔３０５〕～〔３４６〕のいずれか一項に記載の方法。
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〔３４８〕前記バーコードが、細胞標識配列、ユニバーサルプライマーのための結合部位
、又はそれらの任意の組合せを含む、前記〔３４７〕に記載の方法。
〔３４９〕前記標的結合領域が、ポリ（ｄＴ）領域を含む、前記〔３４７〕～〔３４８〕
のいずれか一項に記載の方法。
〔３５０〕前記複数のバーコードが、粒子に関連付けられる、前記〔３４７〕～〔３４９
〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３５１〕前記複数のバーコードの少なくとも１つのバーコードが、前記粒子上に固定さ
れるか、前記粒子上に部分的に固定されるか、前記粒子に封入されるか、前記粒子に部分
的に封入されるか、又はそれらの組合せである、前記〔３５０〕に記載の方法。
〔３５２〕前記粒子が崩壊性である、前記〔３５０〕～〔３５１〕のいずれか一項に記載
の方法。
〔３５３〕前記粒子がビーズを含む、前記〔３５０〕～〔３５２〕のいずれか一項に記載
の方法。
〔３５４〕前記粒子が、セファロースビーズ、ストレプトアビジンビーズ、アガロースビ
ーズ、磁気ビーズ、コンジュゲートビーズ、プロテインＡコンジュゲートビーズ、プロテ
インＧコンジュゲートビーズ、プロテインＡ／Ｇコンジュゲートビーズ、プロテインＬコ
ンジュゲートビーズ、オリゴ（ｄＴ）コンジュゲートビーズ、シリカビーズ、シリカ様ビ
ーズ、抗ビオチンマイクロビーズ、抗蛍光色素マイクロビーズ、又はそれらの任意の組合
せを含み、又は前記粒子が、ポリジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）、ポリスチレン、ガラ
ス、ポリプロピレン、アガロース、ゼラチン、ヒドロゲル、常磁性材料、セラミック、プ
ラスチック、ガラス、メチルスチレン、アクリルポリマー、チタン、ラテックス、セファ
ロース、セルロース、ナイロン、シリコーン、及びそれらの任意の組合せからなる群から
選択される材料を含む、前記〔３５０〕～〔３５３〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３５５〕前記粒子が、崩壊性ヒドロゲル粒子を含む、前記〔３５０〕～〔３５４〕のい
ずれか一項に記載の方法。
〔３５６〕前記粒子が、検出可能な部分に関連付けられる、前記〔３５０〕～〔３５５〕
のいずれか一項に記載の方法。
〔３５７〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、検出可能な部分に関連
付けられる、前記〔３５０〕～〔３５６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３５８〕前記粒子の前記バーコードが、少なくとも１０００、１００００、又はそれら
の組合せの異なる分子標識配列から選択される分子標識配列を含む、前記〔３５０〕～〔
３５７〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３５９〕前記バーコードの前記分子標識配列が、ランダム配列を含む、前記〔３５０〕
～〔３５８〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３６０〕前記粒子が、少なくとも１００００のバーコードを含む、前記〔３５０〕～〔
３５９〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３６１〕前記複数のバーコードを用いて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレ
オチドにバーコードを付ける工程が、
　前記複数のバーコードを、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドと接触さ
せて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドにハイブリダイズされたバーコ
ードを生成する工程と；
　前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドにハイブリダイズされた前記バーコ
ードを伸長して、前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチ
ドを生成する工程と、を含む、前記〔３０５〕～〔３６０〕のいずれか一項に記載の方法
。
〔３６２〕前記バーコードを伸長する工程が、ＤＮＡポリメラーゼを用いて、前記バーコ
ードを伸長して、前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチ
ドを生成する工程を含む、前記〔３６１〕に記載の方法。
〔３６３〕前記バーコードを伸長する工程が、逆転写酵素を用いて、前記バーコードを伸
長して、前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを生成
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する工程を含む、前記〔３６１〕に記載の方法。
〔３６４〕複数のアンプリコンを生成するために、前記複数のバーコード付きサンプルイ
ンデックス付加オリゴヌクレオチドを増幅する工程を含む、前記〔３６１〕～〔３６３〕
のいずれか一項に記載の方法。
〔３６５〕前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを増
幅する工程が、ポリメラーゼ鎖反応（ＰＣＲ）を用いて、前記分子標識配列の少なくとも
一部及び前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの少なくとも一部を増幅する
工程を含む、前記〔３６４〕に記載の方法。
〔３６６〕前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの前
記シーケンシングデータを取得する工程が、前記複数のアンプリコンのシーケンシングデ
ータを取得する工程を含む、前記〔３６４〕～〔３６５〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３６７〕前記シーケンシングデータを取得する工程が、前記分子標識配列の少なくとも
一部及び前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの少なくとも一部をシーケン
シングする工程を含む、前記〔３６６〕に記載の方法。
〔３６８〕前記複数のバーコードを用いて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレ
オチドにバーコードを付けて、前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリ
ゴヌクレオチドを生成する工程が、複数の確率バーコードを用いて、前記サンプルインデ
ックス付加オリゴヌクレオチドに確率バーコードを付けて、複数の確率バーコード付きサ
ンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを生成する工程を含む、前記〔３０５〕～〔
３６７〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３６９〕前記複数のバーコードを用いて、前記細胞の複数の標的にバーコードを付けて
、複数のバーコード付き標的を生成する工程であって、前記複数のバーコードの各々が、
細胞標識配列を含み、前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードが、同一の細
胞標識配列を含む工程と；
　前記バーコード付き標的のシーケンシングデータを取得する工程と、を含む、前記〔３
０５〕～〔３６８〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３７０〕前記複数のバーコードを用いて、前記複数の標的にバーコードを付けて、前記
複数のバーコード付き標的を生成する工程が、
　前記標的のコピーを、前記バーコードの標的結合領域と接触させる工程と；
　前記複数のバーコードを用いて、前記複数の標的を逆転写して、複数の逆転写された標
的を生成する工程と、を含む、前記〔３６９〕に記載の方法。
〔３７１〕前記複数のバーコード付き標的の前記シーケンシングデータを取得する工程の
前に、前記バーコード付き標的を増幅して、複数の増幅されたバーコード付き標的を生成
する工程を含む、前記〔３６９〕～〔３７０〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３７２〕前記バーコード付き標的を増幅して、前記複数の増幅されたバーコード付き標
的を生成する工程が、ポリメラーゼ鎖反応（ＰＣＲ）によって前記バーコード付き標的を
増幅する工程を含む、前記〔３７１〕に記載の方法。
〔３７３〕前記複数のバーコードを用いて、前記細胞の前記複数の標的にバーコードを付
けて、前記複数のバーコード付き標的を生成する工程が、複数の確率バーコードを用いて
、前記細胞の前記複数の標的に確率バーコードを付けて、複数の確率バーコード付き標的
を生成する工程を含む、前記〔３６９〕～〔３７２〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３７４〕タンパク質間相互作用を決定するための方法であって、
　細胞を、相互作用決定組成物の第１の対と接触させる工程であって、
　前記細胞が、第１のタンパク質標的及び第２のタンパク質標的を含み、
　相互作用決定組成物の前記第１の対の各々が、相互作用決定オリゴヌクレオチドに関連
付けられたタンパク質結合試薬を含み、相互作用決定組成物の前記第１の対の一方の前記
タンパク質結合試薬が、前記第１のタンパク質標的に特異的に結合することが可能であり
、相互作用決定組成物の前記第１の対の他方の前記タンパク質結合試薬が、前記第２のタ
ンパク質標的に特異的に結合することが可能であり、
　前記相互作用決定オリゴヌクレオチドが、相互作用決定配列及び架橋オリゴヌクレオチ
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ドハイブリダイゼーション領域を含み、相互作用決定組成物の前記第１の対の前記相互作
用決定配列が、異なる配列を含む工程と；
　架橋オリゴヌクレオチドを用いて、相互作用決定組成物の前記第１の対の前記相互作用
決定オリゴヌクレオチドをライゲートして、ライゲートされた相互作用決定オリゴヌクレ
オチドを生成する工程であって、前記架橋オリゴヌクレオチドが、相互作用決定組成物の
前記第１の対の前記架橋オリゴヌクレオチドハイブリダイゼーション領域に特異的に結合
することが可能な２つのハイブリダイゼーション領域を含む工程と；
　複数のバーコードを用いて、前記ライゲートされた相互作用決定オリゴヌクレオチドに
バーコードを付けて、複数のバーコード付き相互作用決定オリゴヌクレオチドを生成する
方法であって、
　前記複数のバーコードの各々が、バーコード配列及び捕捉配列を含む工程と；
　前記複数のバーコード付き相互作用決定オリゴヌクレオチドのシーケンシングデータを
取得する工程と；
　前記得られたシーケンシングデータ中の相互作用決定組成物の前記第１の対の前記相互
作用決定配列の関連付けに基づいて、前記第１及び第２のタンパク質標的間の相互作用を
決定する工程と、を含む、方法。
〔３７５〕細胞成分標的間の相互作用を決定するための方法であって、
　細胞を、相互作用決定組成物の第１の対と接触させる工程であって、
　前記細胞が、第１の細胞成分標的及び第２の細胞成分標的を含み、
　相互作用決定組成物の前記第１の対の各々が、相互作用決定オリゴヌクレオチドに関連
付けられた細胞成分結合試薬を含み、相互作用決定組成物の前記第１の対の一方の前記細
胞成分結合試薬が、前記第１の細胞成分標的に特異的に結合することが可能であり、相互
作用決定組成物の前記第１の対の他方の前記細胞成分結合試薬が、前記第２の細胞成分標
的に特異的に結合することが可能であり、
　前記相互作用決定オリゴヌクレオチドが、相互作用決定配列及び架橋オリゴヌクレオチ
ドハイブリダイゼーション領域を含み、相互作用決定組成物の前記第１の対の前記相互作
用決定配列が、異なる配列を含む工程と；
　架橋オリゴヌクレオチドを用いて、相互作用決定組成物の前記第１の対の前記相互作用
決定オリゴヌクレオチドをライゲートして、ライゲートされた相互作用決定オリゴヌクレ
オチドを生成する工程であって、前記架橋オリゴヌクレオチドが、相互作用決定組成物の
前記第１の対の前記架橋オリゴヌクレオチドハイブリダイゼーション領域に特異的に結合
することが可能な２つのハイブリダイゼーション領域を含む工程と；
　複数のバーコードを用いて、前記ライゲートされた相互作用決定オリゴヌクレオチドに
バーコードを付けて、複数のバーコード付き相互作用決定オリゴヌクレオチドを生成する
方法であって、
　前記複数のバーコードの各々が、バーコード配列及び捕捉配列を含む工程と；
　前記複数のバーコード付き相互作用決定オリゴヌクレオチドのシーケンシングデータを
取得する工程と；
　前記得られたシーケンシングデータ中の相互作用決定組成物の前記第１の対の前記相互
作用決定配列の関連付けに基づいて、前記第１及び第２の細胞成分標的間の相互作用を決
定する工程と、を含む、方法。
〔３７６〕前記２つの細胞成分結合試薬の少なくとも１つが、タンパク質結合試薬を含み
、前記タンパク質結合試薬が、前記２つの相互作用決定オリゴヌクレオチドの１つに関連
付けられ、前記１つ以上の細胞成分標的が、少なくとも１つのタンパク質標的を含む、前
記〔３７５〕に記載の方法。
〔３７７〕前記細胞を、相互作用決定組成物の前記第１の対と接触させる工程が、
　前記細胞を、相互作用決定組成物の前記第１の対の各々と連続的に又は同時に接触させ
る工程を含む、前記〔３７４〕～〔３７６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３７８〕前記第１のタンパク質標的が、前記第２のタンパク質標的と同じである、前記
〔３７４〕～〔３７７〕のいずれか一項に記載の方法。
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〔３７９〕前記第１のタンパク質標的が、前記第２のタンパク質標的と異なる、前記〔３
７４〕～〔３７８〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３８０〕前記相互作用決定配列が、６～６０ヌクレオチド長である、前記〔３７４〕～
〔３７９〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３８１〕前記相互作用決定オリゴヌクレオチドが、５０～５００ヌクレオチド長である
、前記〔３７４〕～〔３８０〕のいずれか一項に記載のキット。
〔３８２〕前記細胞を、相互作用決定組成物の第２の対と接触させる工程を含み、
　前記細胞が、第３のタンパク質標的及び第４のタンパク質標的を含み、
　相互作用決定組成物の前記第２の対の各々が、相互作用決定オリゴヌクレオチドに関連
付けられたタンパク質結合試薬を含み、相互作用決定組成物の前記第２の対の一方の前記
タンパク質結合試薬が、前記第３のタンパク質標的に特異的に結合することが可能であり
、相互作用決定組成物の前記第２の対の他方の前記タンパク質結合試薬が、前記第４のタ
ンパク質標的に特異的に結合することが可能である、前記〔３７４〕～〔３８１〕のいず
れか一項に記載の方法。
〔３８３〕前記第３及び第４のタンパク質標的の少なくとも１つが、前記第１及び第２の
タンパク質標的の１つと異なる、前記〔３８２〕に記載の方法。
〔３８４〕前記第３及び第４のタンパク質標的の少なくとも１つ及び前記第１及び第２の
タンパク質標的の少なくとも１つが、同一である、前記〔３８２〕に記載の方法。
〔３８５〕前記細胞を、相互作用決定組成物の３つ以上の対と接触させる工程を含む、前
記〔３７４〕～〔３８４〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３８６〕相互作用決定組成物の前記複数の対の少なくとも１０、１００、１０００、又
はそれらの組合せの相互作用決定組成物の前記相互作用決定配列が、異なる配列を含む、
前記〔３８５〕に記載の方法。
〔３８７〕相互作用決定組成物の前記第１の対の前記架橋オリゴヌクレオチドハイブリダ
イゼーション領域が、異なる配列を含む、前記〔３７４〕～〔３８６〕のいずれか一項に
記載の方法。
〔３８８〕前記架橋オリゴヌクレオチドハイブリダイゼーション領域の少なくとも１つが
、前記架橋オリゴヌクレオチドの前記２つのハイブリダイゼーション領域の少なくとも１
つに相補的である、前記〔３７４〕～〔３８７〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３８９〕前記架橋オリゴヌクレオチドを用いて、相互作用決定組成物の前記第１の対の
前記相互作用決定オリゴヌクレオチドをライゲートする工程が、
　前記架橋オリゴヌクレオチドの第１のハイブリダイゼーション領域を、前記相互作用決
定オリゴヌクレオチドの前記架橋オリゴヌクレオチドハイブリダイゼーション領域の第１
の架橋オリゴヌクレオチドハイブリダイゼーション領域とハイブリダイズする工程と；
　前記架橋オリゴヌクレオチドの第２のハイブリダイゼーション領域を、前記相互作用決
定オリゴヌクレオチドの前記架橋オリゴヌクレオチドハイブリダイゼーション領域の第２
の架橋オリゴヌクレオチドハイブリダイゼーション領域とハイブリダイズする工程と；
　前記架橋オリゴヌクレオチドにハイブリダイズされた前記相互作用決定オリゴヌクレオ
チドをライゲートして、ライゲートされた相互作用決定オリゴヌクレオチドを生成する工
程と、を含む、前記〔３７４〕～〔３８８〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３９０〕前記タンパク質結合試薬が、抗体、四量体、アプタマー、タンパク質骨格、イ
ンテグリン、又はそれらの組合せを含む、前記〔３７４〕～〔３８９〕のいずれか一項に
記載の方法。
〔３９１〕前記相互作用決定オリゴヌクレオチドが、リンカーを介して前記タンパク質結
合試薬に結合される、前記〔３７４〕～〔３９０〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３９２〕前記１つ以上のタンパク質標的の前記少なくとも１つが、細胞表面上にある、
前記〔３７４〕～〔３９１〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３９３〕前記細胞を、相互作用決定組成物の前記第１の対と接触させる工程の前に、前
記細胞を固定する工程を含む、前記〔３７４〕～〔３９２〕のいずれか一項に記載の方法
。
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〔３９４〕相互作用決定組成物の前記第１の対の未結合の相互作用決定組成物を除去する
工程を含む、前記〔３７４〕～〔３９３〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３９５〕前記未結合の相互作用決定組成物を除去する工程が、前記細胞を洗浄緩衝液で
洗浄する工程を含む、前記〔３９４〕に記載の方法。
〔３９６〕前記未結合の相互作用決定組成物を除去する工程が、フローサイトメトリーを
用いて、前記細胞を選択する工程を含む、前記〔３９４〕に記載の方法。
〔３９７〕前記細胞を溶解させる工程を含む、前記〔３７４〕～〔３９６〕のいずれか一
項に記載の方法。
〔３９８〕前記相互作用決定オリゴヌクレオチドが、前記タンパク質結合試薬から切り離
し可能又は切り離し不可能であるように構成される、前記〔３７４〕～〔３９７〕のいず
れか一項に記載の方法。
〔３９９〕前記タンパク質結合試薬から前記相互作用決定オリゴヌクレオチドを切り離す
工程を含む、前記〔３７４〕～〔３９８〕のいずれか一項に記載の方法。
〔４００〕前記相互作用決定オリゴヌクレオチドを切り離す工程が、ＵＶ光切断、化学処
理、加熱、酵素処理、又はそれらの任意の組合せにより前記タンパク質結合試薬から前記
相互作用決定オリゴヌクレオチドを切り離す工程を含む、前記〔３９９〕に記載の方法。
〔４０１〕前記相互作用決定オリゴヌクレオチドが、前記細胞のゲノム配列に対して相同
でなく、又は前記相互作用決定オリゴヌクレオチドが、１つの種のゲノム配列に対して相
同である、前記〔３７４〕～〔４００〕のいずれか一項に記載の方法。
〔４０２〕前記種が、非哺乳動物種である、前記〔４０１〕に記載の方法。
〔４０３〕前記細胞が、腫瘍細胞又は非腫瘍細胞である、前記〔３７４〕～〔４０２〕の
いずれか一項に記載の方法。
〔４０４〕前記細胞が、哺乳動物細胞、細菌細胞、ウイルス細胞、酵母細胞、真菌細胞、
又はそれらの任意の組合せを含む、前記〔３７４〕～〔４０３〕のいずれか一項に記載の
方法。
〔４０５〕２つ以上の細胞を、相互作用決定組成物の前記第１の対と接触させる工程を含
み、前記２つ以上の細胞の各々が、前記第１及び第２のタンパク質標的を含む、前記〔３
７４〕～〔４０４〕のいずれか一項に記載の方法。
〔４０６〕前記２つ以上の細胞の少なくとも１つが、単一細胞を含む、前記〔４０５〕に
記載の方法。
〔４０７〕前記バーコードが、細胞標識配列、ユニバーサルプライマーのための結合部位
、又はそれらの任意の組合せを含む、前記〔３７４〕～〔４０６〕のいずれか一項に記載
の方法。
〔４０８〕前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードが、同一の細胞標識配列
を含む、前記〔４０７〕に記載の方法。
〔４０９〕相互作用決定組成物の前記第１の対の一方の前記相互作用決定オリゴヌクレオ
チドが、前記捕捉配列に相補的な配列を含む、前記〔３７４〕～〔４０８〕のいずれか一
項に記載の方法。
〔４１０〕前記捕捉配列が、ポリ（ｄＴ）領域を含む、前記〔４０９〕に記載の方法。
〔４１１〕前記捕捉配列に相補的な前記相互作用決定オリゴヌクレオチドの前記配列が、
ポリ（ｄＡ）領域を含む、前記〔４０９〕～〔４１０〕のいずれか一項に記載の方法。
〔４１２〕前記相互作用決定オリゴヌクレオチドが、第２のバーコード配列を含む、前記
〔３７４〕～〔４１１〕のいずれか一項に記載の方法。
〔４１３〕相互作用同定組成物の前記第１の対の他方の前記相互作用決定オリゴヌクレオ
チドが、ユニバーサルプライマーのための結合部位を含む、前記〔３７４〕～〔４１２〕
のいずれか一項に記載の方法。
〔４１４〕前記タンパク質標的が、細胞外タンパク質、細胞内タンパク質、又はそれらの
任意の組合せを含む、前記〔３７４〕～〔４１３〕のいずれか一項に記載の方法。
〔４１５〕前記タンパク質標的が、細胞表面タンパク質、細胞マーカー、Ｂ細胞レセプタ
ー、Ｔ細胞レセプター、主要組織適合性複合体、腫瘍抗原、レセプター、インテグリン、
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又はそれらの任意の組合せを含む、前記〔４１４〕に記載の方法。
〔４１６〕前記タンパク質標的が、脂質、炭水化物、又はそれらの任意の組合せを含む、
前記〔３７４〕～〔４１５〕のいずれか一項に記載の方法。
〔４１７〕前記タンパク質標的が、１０～１００の異なるタンパク質標的を含む群から選
択される、前記〔３７４〕～〔４１６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔４１８〕前記タンパク質結合試薬が、同一の配列を有する２つ以上の相互作用決定オリ
ゴヌクレオチドに関連付けられる、前記〔３７４〕～〔４１７〕のいずれか一項に記載の
方法。
〔４１９〕前記タンパク質結合試薬が、異なる相互作用決定配列を有する２つ以上の相互
作用決定オリゴヌクレオチドに関連付けられる、前記〔３７４〕～〔４１８〕のいずれか
一項に記載の方法。
〔４２０〕前記複数の相互作用決定組成物の１つが、前記相互作用決定オリゴヌクレオチ
ドに関連付けられない第２のタンパク質結合試薬を含む、前記〔３７４〕～〔４１９〕の
いずれか一項に記載の方法。
〔４２１〕前記タンパク質結合試薬及び前記第２のタンパク質結合試薬が、同一である、
前記〔４２０〕に記載の方法。
〔４２２〕前記タンパク質結合試薬が、検出可能な部分に関連付けられる、前記〔３７４
〕～〔４２１〕のいずれか一項に記載の方法。
〔４２３〕前記複数のバーコードが、粒子に関連付けられる、前記〔３７４〕～〔４２２
〕のいずれか一項に記載の方法。
〔４２４〕前記複数のバーコードの少なくとも１つのバーコードが、前記粒子上に固定さ
れるか、前記粒子上に部分的に固定されるか、前記粒子に封入されるか、前記粒子に部分
的に封入されるか、又はそれらの組合せである、前記〔４２３〕に記載の方法。
〔４２５〕前記粒子が崩壊性である、前記〔４２３〕～〔４２４〕のいずれか一項に記載
の方法。
〔４２６〕前記粒子がビーズを含む、前記〔４２３〕～〔４２５〕のいずれか一項に記載
の方法。
〔４２７〕前記粒子が、セファロースビーズ、ストレプトアビジンビーズ、アガロースビ
ーズ、磁気ビーズ、コンジュゲートビーズ、プロテインＡコンジュゲートビーズ、プロテ
インＧコンジュゲートビーズ、プロテインＡ／Ｇコンジュゲートビーズ、プロテインＬコ
ンジュゲートビーズ、オリゴ（ｄＴ）コンジュゲートビーズ、シリカビーズ、シリカ様ビ
ーズ、抗ビオチンマイクロビーズ、抗蛍光色素マイクロビーズ、又はそれらの任意の組合
せを含み、又は前記粒子が、ポリジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）、ポリスチレン、ガラ
ス、ポリプロピレン、アガロース、ゼラチン、ヒドロゲル、常磁性材料、セラミック、プ
ラスチック、ガラス、メチルスチレン、アクリルポリマー、チタン、ラテックス、セファ
ロース、セルロース、ナイロン、シリコーン、及びそれらの任意の組合せからなる群から
選択される材料を含む、前記〔４２３〕～〔４２６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔４２８〕前記粒子が、崩壊性ヒドロゲル粒子を含む、前記〔４２３〕～〔４２７〕のい
ずれか一項に記載の方法。
〔４２９〕前記粒子が、検出可能な部分に関連付けられる、前記〔４２３〕～〔４２８〕
のいずれか一項に記載の方法。
〔４３０〕前記相互作用決定オリゴヌクレオチドが、検出可能な部分に関連付けられる、
前記〔４２３〕～〔４２９〕のいずれか一項に記載の方法。
〔４３１〕前記粒子の前記バーコードが、少なくとも１０００、１００００、又はそれら
の組合せの異なるバーコード配列から選択されるバーコード配列を含む、前記〔４２３〕
～〔４３０〕のいずれか一項に記載の方法。
〔４３２〕前記バーコードの前記バーコード配列が、ランダム配列を含む、前記〔３７４
〕～〔４３１〕のいずれか一項に記載の方法。
〔４３３〕前記粒子が、少なくとも１００００のバーコードを含む、前記〔４２３〕～〔
４３２〕のいずれか一項に記載の方法。
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〔４３４〕前記複数のバーコードを用いて、前記相互作用決定オリゴヌクレオチドにバー
コードを付ける工程が、
　前記複数のバーコードを、前記相互作用決定オリゴヌクレオチドと接触させて、前記相
互作用決定オリゴヌクレオチドにハイブリダイズされたバーコードを生成する工程と；
　前記相互作用決定オリゴヌクレオチドにハイブリダイズされた前記バーコードを伸長し
て、前記複数のバーコード付き相互作用決定オリゴヌクレオチドを生成する工程と、を含
む、前記〔３７４〕～〔４３３〕のいずれか一項に記載の方法。
〔４３５〕前記バーコードを伸長する工程が、ＤＮＡポリメラーゼを用いて、前記バーコ
ードを伸長して、前記複数のバーコード付き相互作用決定オリゴヌクレオチドを生成する
工程を含む、前記〔４３４〕に記載の方法。
〔４３６〕前記バーコードを伸長する工程が、逆転写酵素を用いて、前記バーコードを伸
長して、前記複数のバーコード付き相互作用決定オリゴヌクレオチドを生成する工程を含
む、前記〔４３４〕に記載の方法。
〔４３７〕前記バーコードを伸長する工程が、モロニーマウス白血病ウイルス（Ｍ－ＭＬ
Ｖ）逆転写酵素又はＴａｑ　ＤＮＡポリメラーゼを用いて、前記バーコードを伸長して、
前記複数のバーコード付き相互作用決定オリゴヌクレオチドを生成する工程を含む、前記
〔４３４〕に記載の方法。
〔４３８〕前記バーコードを伸長する工程が、前記架橋オリゴヌクレオチドを、前記ライ
ゲートされた相互作用決定オリゴヌクレオチドから移動させる工程を含む、前記〔４３４
〕～〔４３７〕のいずれか一項に記載の方法。
〔４３９〕複数のアンプリコンを生成するために、前記複数のバーコード付き相互作用決
定オリゴヌクレオチドを増幅する工程を含む、前記〔４３４〕～〔４３８〕のいずれか一
項に記載の方法。
〔４４０〕前記複数のバーコード付き相互作用決定オリゴヌクレオチドを増幅する工程が
、ポリメラーゼ鎖反応（ＰＣＲ）を用いて、前記バーコード配列の少なくとも一部及び前
記相互作用決定オリゴヌクレオチドの少なくとも一部を増幅する工程を含む、前記〔４３
９〕に記載の方法。
〔４４１〕前記複数のバーコード付き相互作用決定オリゴヌクレオチドの前記シーケンシ
ングデータを取得する工程が、前記複数のアンプリコンのシーケンシングデータを取得す
る工程を含む、前記〔４３９〕～〔４４０〕のいずれか一項に記載の方法。
〔４４２〕前記シーケンシングデータを取得する工程が、前記バーコード配列の少なくと
も一部及び前記相互作用決定オリゴヌクレオチドの少なくとも一部をシーケンシングする
工程を含む、前記〔４４１〕に記載の方法。
〔４４３〕前記複数のバーコード付き相互作用決定オリゴヌクレオチドのシーケンシング
データを取得する工程が、前記複数のバーコード付き相互作用決定オリゴヌクレオチドの
部分的及び／又は完全な配列を取得する工程を含む、前記〔３７４〕～〔４４２〕のいず
れか一項に記載の方法。
〔４４４〕前記複数のバーコードが、複数の確率バーコードを含み、
　前記複数の確率バーコードの各々の前記バーコード配列が、分子標識配列を含み、
　前記複数の確率バーコードの少なくとも２つの確率バーコードの前記分子標識配列が、
異なる配列を含み、
　前記複数のバーコードを用いて、前記相互作用決定オリゴヌクレオチドにバーコードを
付けて、前記複数のバーコード付き相互作用決定オリゴヌクレオチドを生成する工程が、
前記複数の確率バーコードを用いて、前記相互作用決定オリゴヌクレオチドに確率バーコ
ードを付けて、複数の確率バーコード付き相互作用決定オリゴヌクレオチドを生成する工
程を含む、前記〔３７４〕～〔４４３〕のいずれか一項に記載の方法。
〔４４５〕前記複数のバーコードを用いて、前記細胞の複数の標的にバーコードを付けて
、複数のバーコード付き標的を生成する工程と；
　前記バーコード付き標的のシーケンシングデータを取得する工程と、を含む、前記〔３
７４〕～〔４４４〕のいずれか一項に記載の方法。
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〔４４６〕前記複数のバーコードを用いて、前記複数の標的にバーコードを付けて、前記
複数のバーコード付き標的を生成する工程が、
　前記標的のコピーを、前記バーコードの標的結合領域と接触させる工程と；
　前記複数のバーコードを用いて、前記複数の標的を逆転写して、複数の逆転写された標
的を生成する工程と、を含む、前記〔４４５〕に記載の方法。
〔４４７〕前記複数のバーコード付き標的の前記シーケンシングデータを取得する工程の
前に、前記バーコード付き標的を増幅して、複数の増幅されたバーコード付き標的を生成
する工程を含む、前記〔４４５〕～〔４４６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔４４８〕前記バーコード付き標的を増幅して、前記複数の増幅されたバーコード付き標
的を生成する工程が、ポリメラーゼ鎖反応（ＰＣＲ）によって前記バーコード付き標的を
増幅する工程を含む、前記〔４４７〕に記載の方法。
〔４４９〕前記複数のバーコードを用いて、前記細胞の前記複数の標的にバーコードを付
けて、前記複数のバーコード付き標的を生成する工程が、前記複数の確率バーコードを用
いて、前記細胞の前記複数の標的に確率バーコードを付けて、複数の確率バーコード付き
標的を生成する工程を含む、前記〔４４５〕～〔４４８〕のいずれか一項に記載の方法。
〔４５０〕タンパク質間相互作用を同定するためのキットであって、
　相互作用決定組成物の第１の対であって、
　相互作用決定組成物の前記第１の対の各々が、相互作用決定オリゴヌクレオチドに関連
付けられたタンパク質結合試薬を含み、
　相互作用決定組成物の前記第１の対の一方の前記タンパク質結合試薬が、第１のタンパ
ク質標的に特異的に結合することが可能であり、相互作用決定組成物の前記第１の対の他
方のタンパク質結合試薬が、前記第２のタンパク質標的に特異的に結合することが可能で
あり、
　前記相互作用決定オリゴヌクレオチドが、相互作用決定配列及び架橋オリゴヌクレオチ
ドハイブリダイゼーション領域を含み、
　相互作用決定組成物の前記第１の対の前記相互作用決定配列が、異なる配列を含む、相
互作用決定組成物の第１の対と；
　相互作用決定組成物の前記第１の対の前記架橋オリゴヌクレオチドハイブリダイゼーシ
ョン領域に特異的に結合することが可能な２つのハイブリダイゼーション領域を各々が含
む複数の架橋オリゴヌクレオチドと、を含む、キット。
〔４５１〕細胞成分間相互作用を同定するためのキットであって、
　相互作用決定組成物の第１の対であって、
　相互作用決定組成物の前記第１の対の各々が、相互作用決定オリゴヌクレオチドに関連
付けられた細胞成分結合試薬を含み、
　相互作用決定組成物の前記第１の対の一方の前記細胞成分結合試薬が、第１の細胞成分
標的に特異的に結合することが可能であり、相互作用決定組成物の前記第１の対の他方の
細胞成分結合試薬が、前記第２の細胞成分標的に特異的に結合することが可能であり、
　前記相互作用決定オリゴヌクレオチドが、相互作用決定配列及び架橋オリゴヌクレオチ
ドハイブリダイゼーション領域を含み、
　相互作用決定組成物の前記第１の対の前記相互作用決定配列が、異なる配列を含む、相
互作用決定組成物の第１の対と；
　相互作用決定組成物の前記第１の対の前記架橋オリゴヌクレオチドハイブリダイゼーシ
ョン領域に特異的に結合することが可能な２つのハイブリダイゼーション領域を各々が含
む複数の架橋オリゴヌクレオチドと、を含む、キット。
〔４５２〕前記細胞成分結合試薬が、タンパク質結合試薬を含み、前記第１の細胞成分標
的が、第１のタンパク質標的を含み、前記第２の細胞成分標的が、第２のタンパク質標的
を含む、前記〔４５１〕に記載のキット。
〔４５３〕前記相互作用決定配列が、６～６０ヌクレオチド長である、前記〔４５０〕～
〔４５２〕のいずれか一項に記載のキット。
〔４５４〕前記相互作用決定オリゴヌクレオチドが、５０～５００ヌクレオチド長である
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、前記〔４５０〕～〔４５３〕のいずれか一項に記載のキット。
〔４５５〕相互作用決定組成物の第２の対をさらに含み、相互作用決定組成物の前記第２
の対の各々が、相互作用決定オリゴヌクレオチドに関連付けられた細胞成分結合試薬を含
み、相互作用決定組成物の前記第２の対の一方の前記細胞成分結合試薬が、第３の細胞成
分標的に特異的に結合することが可能であり、相互作用決定組成物の前記第２の対の他方
の前記細胞成分結合試薬が、第４の細胞成分標的に特異的に結合することが可能である、
前記〔４５０〕～〔４５４〕のいずれか一項に記載のキット。
〔４５６〕前記第３の細胞成分標的が、第３のタンパク質標的を含み、前記第４の細胞成
分標的が、第４のタンパク質標的を含む、いずれかの前記〔４５５〕に記載のキット。
〔４５７〕前記第３及び第４の細胞成分標的の少なくとも１つが、前記第１及び第２の細
胞成分標的の１つと異なる、前記〔４５５〕～〔４５６〕のいずれか一項に記載のキット
。
〔４５８〕前記第３及び第４の細胞成分標的の少なくとも１つ及び前記第１及び第２の細
胞成分標的の少なくとも１つが、同一である、前記〔４５５〕～〔４５６〕のいずれか一
項に記載のキット。
〔４５９〕前記キットが、相互作用決定組成物の３つ以上の対を含む、前記〔４５０〕～
〔４５８〕のいずれか一項に記載のキット。
〔４６０〕相互作用決定組成物の前記３つ以上の対の少なくとも１０、１００、１０００
、又はそれらの組合せの相互作用決定組成物の前記相互作用決定配列が、異なる配列を含
む、前記〔４５９〕に記載のキット。
〔４６１〕前記複数の相互作用決定組成物の２つの相互作用決定組成物の前記架橋オリゴ
ヌクレオチドハイブリダイゼーション領域が、異なる配列を含む、前記〔４５０〕～〔４
６０〕のいずれか一項に記載のキット。
〔４６２〕前記架橋オリゴヌクレオチドハイブリダイゼーション領域の少なくとも１つが
、前記架橋オリゴヌクレオチドの前記２つのハイブリダイゼーション領域の少なくとも１
つに相補的である、前記〔４５０〕～〔４６１〕のいずれか一項に記載のキット。
〔４６３〕前記タンパク質結合試薬、又は前記細胞成分結合試薬が、抗体、四量体、アプ
タマー、タンパク質骨格、又はそれらの組合せを含む、前記〔４５０〕～〔４６２〕のい
ずれか一項に記載のキット。
〔４６４〕前記相互作用決定オリゴヌクレオチドが、リンカーを介して前記タンパク質結
合試薬、又は前記細胞成分結合試薬に結合される、前記〔４５０〕～〔４６３〕のいずれ
か一項に記載のキット。
〔４６５〕前記相互作用決定オリゴヌクレオチドが、対象の任意の細胞のゲノム配列に対
して相同でない、前記〔４５０〕～〔４６４〕のいずれか一項に記載のキット。
〔４６６〕前記対象の細胞が、腫瘍細胞又は非腫瘍細胞である、前記〔４６５〕に記載の
キット。
〔４６７〕前記対象の細胞が、単一細胞、哺乳動物細胞、細菌細胞、ウイルス細胞、酵母
細胞、真菌細胞、又はそれらの任意の組合せである、前記〔４６５〕～〔４６６〕のいず
れか一項に記載のキット。
〔４６８〕複数のバーコードをさらに含み、前記複数のバーコードの各々が、バーコード
配列及び捕捉配列を含む、前記〔４５０〕～〔４６７〕のいずれか一項に記載のキット。
〔４６９〕相互作用決定組成物の前記第１の対の一方の前記相互作用決定オリゴヌクレオ
チドが、複数のバーコードの少なくとも１つのバーコードの前記捕捉配列に相補的な配列
を含む、前記〔４６８〕に記載のキット。
〔４７０〕前記捕捉配列が、ポリ（ｄＴ）領域を含む、前記〔４６８〕～〔４６９〕のい
ずれか一項に記載のキット。
〔４７１〕前記バーコードの前記捕捉配列に相補的な前記相互作用決定オリゴヌクレオチ
ドの前記配列が、ポリ（ｄＡ）領域を含む、前記〔４６９〕～〔４７０〕のいずれか一項
に記載のキット。
〔４７２〕相互作用同定組成物の前記第１の対の他方の前記相互作用決定オリゴヌクレオ



(40) JP 2020-522262 A5 2021.5.20

チドが、細胞標識配列、ユニバーサルプライマーのための結合部位、又はそれらの任意の
組合せを含む、前記〔４６８〕～〔４７１〕のいずれか一項に記載のキット。
〔４７３〕前記複数のバーコードが、複数の確率バーコードを含み、
　前記複数の確率バーコードの各々の前記バーコード配列が、分子標識配列を含み、
　前記複数の確率バーコードの少なくとも２つの確率バーコードの前記分子標識配列が、
異なる配列を含む、前記〔４６８〕～〔４７２〕のいずれか一項に記載のキット。
〔４７４〕前記タンパク質標的、又は前記細胞成分標的が、炭水化物、脂質、タンパク質
、細胞外タンパク質、細胞表面タンパク質、細胞マーカー、Ｂ細胞レセプター、Ｔ細胞レ
セプター、主要組織適合性複合体、腫瘍抗原、レセプター、細胞内タンパク質又はそれら
の任意の組合せを含む、前記〔４５０〕～〔４７３〕のいずれか一項に記載のキット。
〔４７５〕前記タンパク質標的が、１０～１００の異なるタンパク質標的を含む群から選
択され、又は前記細胞成分標的が、１０～１００の異なる細胞成分標的を含む群から選択
される、前記〔４５０〕～〔４７４〕のいずれか一項に記載のキット。
〔４７６〕前記タンパク質結合試薬、又は前記細胞成分結合試薬が、同一の配列を有する
２つ以上の相互作用決定オリゴヌクレオチドに関連付けられる、前記〔４５０〕～〔４７
５〕のいずれか一項に記載のキット。
〔４７７〕前記タンパク質結合試薬、又は前記細胞成分結合試薬が、異なる相互作用決定
配列を有する２つ以上の相互作用決定オリゴヌクレオチドに関連付けられる、前記〔４５
０〕～〔４７７〕のいずれか一項に記載のキット。
〔４７８〕相互作用決定組成物の前記第１の対の一方が、前記相互作用決定オリゴヌクレ
オチドに関連付けられない、第２のタンパク質結合試薬、又は第２の細胞成分結合試薬を
含む、前記〔４５０〕～〔４７７〕のいずれか一項に記載のキット。
〔４７９〕前記第１のタンパク質結合試薬及び前記第２のタンパク質結合試薬が同一であ
るか、又は前記第１の細胞成分結合試薬及び前記第２の細胞成分結合試薬が同一である、
前記〔４７８〕に記載のキット。
〔４８０〕前記タンパク質結合試薬、又は前記細胞成分結合試薬が、検出可能な部分に関
連付けられる、前記〔４５０〕～〔４７９〕のいずれか一項に記載のキット。
〔４８１〕前記複数のバーコードが、粒子に関連付けられる、前記〔４５０〕～〔４８０
〕のいずれか一項に記載のキット。
〔４８２〕前記複数のバーコードの少なくとも１つのバーコードが、前記粒子上に固定さ
れるか、前記粒子上に部分的に固定されるか、前記粒子に封入されるか、前記粒子に部分
的に封入されるか、又はそれらの組合せである、前記〔４８１〕に記載のキット。
〔４８３〕前記粒子が崩壊性である、前記〔４８１〕～〔４８２〕のいずれか一項に記載
のキット。
〔４８４〕前記粒子がビーズを含む、前記〔４８１〕～〔４８３〕のいずれか一項に記載
のキット。
〔４８５〕前記粒子が、セファロースビーズ、ストレプトアビジンビーズ、アガロースビ
ーズ、磁気ビーズ、コンジュゲートビーズ、プロテインＡコンジュゲートビーズ、プロテ
インＧコンジュゲートビーズ、プロテインＡ／Ｇコンジュゲートビーズ、プロテインＬコ
ンジュゲートビーズ、オリゴ（ｄＴ）コンジュゲートビーズ、シリカビーズ、シリカ様ビ
ーズ、抗ビオチンマイクロビーズ、抗蛍光色素マイクロビーズ、又はそれらの任意の組合
せを含み、又は前記粒子が、ポリジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）、ポリスチレン、ガラ
ス、ポリプロピレン、アガロース、ゼラチン、ヒドロゲル、常磁性材料、セラミック、プ
ラスチック、ガラス、メチルスチレン、アクリルポリマー、チタン、ラテックス、セファ
ロース、セルロース、ナイロン、シリコーン、及びそれらの任意の組合せからなる群から
選択される材料を含む、前記〔４８１〕～〔４８４〕のいずれか一項に記載のキット。
〔４８６〕前記粒子が、崩壊性ヒドロゲル粒子を含む、前記〔４８１〕～〔４８５〕のい
ずれか一項に記載のキット。
〔４８７〕前記粒子が、検出可能な部分に関連付けられる、前記〔４８１〕～〔４８６〕
のいずれか一項に記載のキット。
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〔４８８〕前記相互作用決定オリゴヌクレオチドが、検出可能な部分に関連付けられる、
前記〔４８１〕～〔４８７〕のいずれか一項に記載のキット。
〔４８９〕前記粒子の前記バーコードが、少なくとも１０００、１０００、又はそれらの
組合せの異なるバーコード配列から選択されるバーコード配列を含む、前記〔４８１〕～
〔４８８〕のいずれか一項に記載のキット。
〔４９０〕前記バーコードの前記バーコード配列が、ランダム配列を含む、前記〔４８１
〕～〔４８９〕のいずれか一項に記載のキット。
〔４９１〕前記粒子が、少なくとも１００００のバーコードを含む、前記〔４８１〕～〔
４９０〕のいずれか一項に記載のキット。
〔４９２〕ＤＮＡポリメラーゼ、逆転写酵素、又は固定剤、又はそれらの組合せを含む、
前記〔４５０〕～〔４９１〕のいずれか一項に記載のキット。
〔４９３〕モロニーマウス白血病ウイルス（Ｍ－ＭＬＶ）逆転写酵素又はＴａｑ　ＤＮＡ
ポリメラーゼを含む、前記〔４５０〕～〔４９２〕のいずれか一項に記載のキット。
〔４９４〕サンプル同定のための方法であって、
　複数のサンプルの各々に由来する１つ以上の細胞を、複数のサンプルインデックス付加
組成物のうちの１つのサンプルインデックス付加組成物と接触させる工程であって、
　前記１つ以上の細胞が、１つ以上の細胞成分標的を含み、前記複数のサンプルインデッ
クス付加組成物の各々が、サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドに関連付けられ
た細胞成分結合試薬を含み、前記細胞成分結合試薬が、前記１つ以上の細胞成分標的の少
なくとも１つに特異的に結合することが可能であり、
　前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、サンプルインデックス付加配列
を含み、前記複数のサンプルインデックス付加組成物の少なくとも２つのサンプルインデ
ックス付加組成物のサンプルインデックス付加配列が、異なる配列を含む工程と；
　複数のバーコードを用いて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドにバー
コードを付けて、複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを
生成する工程と；
　複数のデイジーチェーン接続伸長アンプリコンを生成するために、複数のデイジーチェ
ーン接続増幅プライマーを用いて、前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加
オリゴヌクレオチドを増幅する工程と；
　前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドのシーケンシ
ングデータを含む前記複数のデイジーチェーン接続伸長アンプリコンのシーケンシングデ
ータを取得する工程と；
　前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの少なくとも
１つのバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの前記サンプルイン
デックス付加配列に基づいて、前記１つ以上の細胞の少なくとも１つの細胞のサンプル起
源を同定する工程と、を含む、方法。
〔４９５〕前記サンプルインデックス付加配列が、６～６０ヌクレオチド長である、前記
〔４９４〕に記載の方法。
〔４９６〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、５０～５００ヌクレオ
チド長である、前記〔４９４〕～〔４９５〕のいずれか一項に記載の方法。
〔４９７〕前記複数のサンプルインデックス付加組成物の少なくとも１０、１００、１０
００、又はそれらの組合せのサンプルインデックス付加組成物のサンプルインデックス付
加配列が、異なる配列を含む、前記〔４９４〕～〔４９６〕のいずれか一項に記載の方法
。
〔４９８〕前記細胞成分結合試薬が、抗体、四量体、アプタマー、タンパク質骨格、又は
それらの組合せを含む、前記〔４９４〕～〔４９７〕のいずれか一項に記載の方法。
〔４９９〕前記複数のサンプルインデックス付加組成物の未結合のサンプルインデックス
付加組成物を除去する工程を含む、前記〔４９４〕～〔４９８〕のいずれか一項に記載の
方法。
〔５００〕前記複数のサンプルの各々から前記１つ以上の細胞を溶解させる工程を含む、
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前記〔４９４〕～〔４９９〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５０１〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、前記細胞成分結合試薬
から切り離し可能又は切り離し不可能であるように構成される、前記〔４９４〕～〔５０
０〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５０２〕前記細胞成分結合試薬から前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチド
を切り離す工程を含む、前記〔４９４〕～〔５０１〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５０３〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを切り離す工程が、ＵＶ光
切断、化学処理、加熱、酵素処理、又はそれらの任意の組合せにより前記細胞成分結合試
薬から前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを切り離す工程を含む、前記〔
５０２〕に記載の方法。
〔５０４〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、前記１つ以上の細胞の
いずれかのゲノム配列に対して相同でない、前記〔４９４〕～〔５０３〕のいずれか一項
に記載の方法。
〔５０５〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、１つの種のゲノム配列
に対して相同である、前記〔４９４〕～〔５０３〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５０６〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、前記複数のバーコード
の少なくとも１つのバーコードの捕捉配列に相補的な配列を含む、前記〔４９４〕～〔５
０５〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５０７〕前記バーコードが、前記捕捉配列を含む標的結合領域を含む、前記〔５０６〕
に記載の方法。
〔５０８〕前記標的結合領域が、ポリ（ｄＴ）領域を含む、前記〔５０７〕に記載の方法
。
〔５０９〕前記バーコードの前記捕捉配列に相補的な前記サンプルインデックス付加オリ
ゴヌクレオチドの前記配列が、ポリ（ｄＡ）領域を含む、前記〔５０６〕～〔５０８〕の
いずれか一項に記載の方法。
〔５１０〕前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、分子標識配列、ユニバ
ーサルのための結合部位を含む、前記〔４９４〕～〔５０９〕のいずれか一項に記載の方
法。
〔５１１〕前記細胞成分標的が、細胞外タンパク質、細胞内タンパク質、又はそれらの任
意の組合せを含む、前記〔４９４〕～〔５１０〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５１２〕前記細胞成分結合試薬が、同一の配列を有する２つ以上のサンプルインデック
ス付加オリゴヌクレオチドに関連付けられる、前記〔４９４〕～〔５１１〕のいずれか一
項に記載の方法。
〔５１３〕前記細胞成分結合試薬が、異なるサンプルインデックス付加配列を有する２つ
以上のサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドに関連付けられる、前記〔４９４〕
～〔５１１〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５１４〕前記複数のバーコードのバーコードが、標的結合領域及び分子標識配列を含み
、
　前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードの分子標識配列が、異なる分子標
識配列を含む、前記〔４９４〕～〔５１３〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５１５〕前記バーコードが、細胞標識配列、ユニバーサルプライマーのための結合部位
、又はそれらの任意の組合せを含む、前記〔５１４〕に記載の方法。
〔５１６〕前記標的結合領域が、ポリ（ｄＴ）領域を含む、前記〔５１４〕～〔５１５〕
のいずれか一項に記載の方法。
〔５１７〕前記複数のバーコードが、粒子に関連付けられる、前記〔５１４〕～〔５１６
〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５１８〕前記粒子が、崩壊性ヒドロゲルビーズを含む、前記〔５１７〕に記載の方法。
〔５１９〕前記粒子の前記バーコードが、少なくとも１０００の異なる分子標識配列から
選択される分子標識配列を含む、前記〔５１７〕～〔５１８〕のいずれか一項に記載の方
法。
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〔５２０〕前記バーコードの前記分子標識配列が、ランダム配列を含む、前記〔５１９〕
に記載の方法。
〔５２１〕前記粒子が、少なくとも１００００のバーコードを含む、前記〔５１７〕～〔
５２０〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５２２〕前記複数のバーコードを用いて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレ
オチドにバーコードを付ける工程が、
　前記複数のバーコードを、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドと接触さ
せて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドにハイブリダイズされたバーコ
ードを生成する工程と；
　前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドにハイブリダイズされた前記バーコ
ードを伸長して、前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチ
ドを生成する工程と、を含む、前記〔４９４〕～〔５２１〕のいずれか一項に記載の方法
。
〔５２３〕前記バーコードを伸長する工程が、ＤＮＡポリメラーゼを用いて、前記バーコ
ードを伸長して、前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチ
ドを生成する工程を含む、前記〔５２２〕に記載の方法。
〔５２４〕前記バーコードを伸長する工程が、逆転写酵素を用いて、前記バーコードを伸
長して、前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを生成
する工程を含む、前記〔５２２〕に記載の方法。
〔５２５〕前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを増
幅する工程が、ポリメラーゼ鎖反応（ＰＣＲ）を用いて、前記複数のバーコード付きサン
プルインデックス付加オリゴヌクレオチドを増幅する工程を含む、前記〔４９４〕～〔５
２４〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５２６〕前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを増
幅する工程が、前記分子標識配列の少なくとも一部及び前記サンプルインデックス付加オ
リゴヌクレオチドの少なくとも一部を増幅する工程を含む、前記〔４９４〕～〔５２５〕
のいずれか一項に記載の方法。
〔５２７〕前記複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーの各デイジーチェーン接続増
幅プライマーが、バーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチド結合領域
及びオーバーハング領域を含み、前記バーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌ
クレオチド結合領域が、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドのデイジーチ
ェーン接続サンプルインデックス付加領域に結合することが可能である、前記〔４９４〕
～〔５２６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５２８〕前記バーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチド結合領域が
、２０～２００ヌクレオチド長である、前記〔５２７〕に記載の方法。
〔５２９〕前記複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーの２つのデイジーチェーン接
続増幅プライマーが、同一の配列を有するバーコード付きサンプルインデックス付加オリ
ゴヌクレオチド結合領域を含む、前記〔５２７〕～〔５２８〕のいずれか一項に記載の方
法。
〔５３０〕前記複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーが、同一の配列を有するバー
コード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチド結合領域を含む、前記〔５２７
〕～〔５２９〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５３１〕前記オーバーハング領域が、５０～５００ヌクレオチド長である、前記〔５２
７〕～〔５３０〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５３２〕前記オーバーハング領域が、デイジーチェーン接続増幅プライマーバーコード
配列を含む、前記〔５２７〕～〔５３１〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５３３〕前記複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーの２つのデイジーチェーン接
続増幅プライマーが、同一のデイジーチェーン接続増幅プライマーバーコード配列を有す
るオーバーハング領域を含む、いずれかの前記〔５３２〕に記載の方法。
〔５３４〕前記複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーの２つのデイジーチェーン接
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続増幅プライマーが、２つのデイジーチェーン接続増幅プライマーバーコード配列を有す
るオーバーハング領域を含む、いずれかの前記〔５３２〕に記載の方法。
〔５３５〕前記複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーのオーバーハング領域が、異
なるデイジーチェーン接続増幅プライマーバーコード配列を含む、いずれかの前記〔５３
２〕に記載の方法。
〔５３６〕前記複数のデイジーチェーン接続伸長アンプリコンのデイジーチェーン接続伸
長アンプリコンが、２５０～１０００ヌクレオチド長である、前記〔５２７〕～〔５３５
〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５３７〕前記シーケンシングデータを取得する工程が、前記分子標識配列の少なくとも
一部及び前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの少なくとも一部をシーケン
シングする工程を含む、前記〔４９４〕～〔５３６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５３８〕前記少なくとも１つの細胞の前記サンプル起源を同定する工程が、前記少なく
とも１つのバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの前記サンプル
インデックス付加配列に基づいて、前記複数のバーコード付き標的のサンプル起源を同定
する工程を含む、前記〔４９４〕～〔５３７〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５３９〕前記複数のバーコードを用いて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレ
オチドにバーコードを付けて、前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリ
ゴヌクレオチドを生成する工程が、複数の確率バーコードを用いて、前記サンプルインデ
ックス付加オリゴヌクレオチドに確率バーコードを付けて、複数の確率バーコード付きサ
ンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを生成する工程を含む、前記〔４９４〕～〔
５３８〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５４０〕前記複数のバーコードを用いて、前記細胞の複数の標的にバーコードを付けて
、複数のバーコード付き標的を生成する工程であって、前記複数のバーコードの各々が、
細胞標識配列を含み、前記複数のバーコードの少なくとも２つのバーコードが、同一の細
胞標識配列を含む工程と；
　前記バーコード付き標的のシーケンシングデータを取得する工程と、を含む、前記〔４
９４〕～〔５３９〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５４１〕前記複数のバーコードを用いて、前記複数の標的にバーコードを付けて、前記
複数のバーコード付き標的を生成する工程が、
　前記標的のコピーを、前記バーコードの標的結合領域と接触させる工程と；
　前記複数のバーコードを用いて、前記複数の標的を逆転写して、複数の逆転写された標
的を生成する工程と、を含む、前記〔５４０〕に記載の方法。
〔５４２〕前記複数のバーコード付き標的の前記シーケンシングデータを取得する工程の
前に、前記バーコード付き標的を増幅して、複数の増幅されたバーコード付き標的を生成
する工程を含む、前記〔５４０〕～〔５４１〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５４３〕前記バーコード付き標的を増幅して、前記複数の増幅されたバーコード付き標
的を生成する工程が、ポリメラーゼ鎖反応（ＰＣＲ）によって前記バーコード付き標的を
増幅する工程を含む、前記〔５４２〕に記載の方法。
〔５４４〕前記複数のバーコードを用いて、前記細胞の前記複数の標的にバーコードを付
けて、前記複数のバーコード付き標的を生成する工程が、複数の確率バーコードを用いて
、前記細胞の前記複数の標的に確率バーコードを付けて、複数の確率バーコード付き標的
を生成する工程を含む、前記〔５４０〕～〔５４３〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５４５〕サンプル同定のための方法であって、
　複数のサンプルの各々に由来する１つ以上の細胞を、複数のサンプルインデックス付加
組成物のうちの１つのサンプルインデックス付加組成物と接触させる工程であって、
　前記１つ以上の細胞の各々が、１つ以上の結合標的を含み、前記複数のサンプルインデ
ックス付加組成物の各々が、サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドに関連付けら
れた細胞成分結合試薬を含み、前記細胞成分結合試薬が、前記１つ以上の結合標的の少な
くとも１つに特異的に結合することが可能であり、
　前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、サンプルインデックス付加配列
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を含み、前記複数のサンプルインデックス付加組成物の少なくとも２つのサンプルインデ
ックス付加組成物のサンプルインデックス付加配列が、異なる配列を含む工程と；
　複数のバーコードを用いて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドにバー
コードを付けて、複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを
生成する工程と；
　複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーを用いて、前記複数のバーコード付きサン
プルインデックス付加オリゴヌクレオチドのシーケンシングデータを取得する工程と；
　前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの少なくとも
１つのバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの前記サンプルイン
デックス付加配列に基づいて、前記１つ以上の細胞の少なくとも１つの細胞のサンプル起
源を同定する工程と、を含む、方法。
〔５４６〕前記複数のバーコードを用いて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレ
オチドにバーコードを付ける工程が、
　前記複数のバーコードを、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドと接触さ
せて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドにハイブリダイズされたバーコ
ードを生成する工程と；
　前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドにハイブリダイズされた前記バーコ
ードを伸長して、前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチ
ドを生成する工程と、を含む、前記〔５４５〕に記載の方法。
〔５４７〕前記バーコードを伸長する工程が、ＤＮＡポリメラーゼを用いて、前記バーコ
ードを伸長して、前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチ
ドを生成する工程を含む、前記〔５４６〕に記載の方法。
〔５４８〕前記バーコードを伸長する工程が、逆転写酵素を用いて、前記バーコードを伸
長して、前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを生成
する工程を含む、前記〔５４６〕に記載の方法。
〔５４９〕前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを増
幅する工程を含む、前記〔５４６〕～〔５４８〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５５０〕前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを増
幅する工程が、ポリメラーゼ鎖反応（ＰＣＲ）を用いて、前記複数のバーコード付きサン
プルインデックス付加オリゴヌクレオチドを増幅する工程を含む、前記〔５４９〕に記載
の方法。
〔５５１〕前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを増
幅する工程が、前記分子標識配列の少なくとも一部及び前記サンプルインデックス付加オ
リゴヌクレオチドの少なくとも一部を増幅する工程を含む、前記〔５４９〕～〔５５０〕
のいずれか一項に記載の方法。
〔５５２〕前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを増
幅する工程が、前記複数のデイジーチェーン接続伸長アンプリコンを生成するために、前
記複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーを用いて、前記複数のバーコード付きサン
プルインデックス付加オリゴヌクレオチドを増幅する工程を含む、前記〔５４９〕～〔５
５１〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５５３〕前記複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーのデイジーチェーン接続増幅
プライマーが、バーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチド結合領域及
びオーバーハング領域を含み、前記バーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌク
レオチド結合領域が、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドのデイジーチェ
ーン接続サンプルインデックス付加領域に結合することが可能である、前記〔５５２〕に
記載の方法。
〔５５４〕前記バーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチド結合領域が
、２０～２００ヌクレオチド長である、前記〔５５３〕に記載の方法。
〔５５５〕前記複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーの２つのデイジーチェーン接
続増幅プライマーが、同一の配列を有するバーコード付きサンプルインデックス付加オリ
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ゴヌクレオチド結合領域を含む、前記〔５５３〕～〔５５４〕のいずれか一項に記載の方
法。
〔５５６〕前記複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーが、同一の配列を有するバー
コード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチド結合領域を含む、前記〔５５３
〕～〔５５４〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５５７〕前記オーバーハング領域が、５０～５００ヌクレオチド長である、前記〔５５
３〕～〔５５６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５５８〕前記オーバーハング領域が、デイジーチェーン接続増幅プライマーバーコード
配列を含む、前記〔５５３〕～〔５５７〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５５９〕前記複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーの２つのデイジーチェーン接
続増幅プライマーが、同一のデイジーチェーン接続増幅プライマーバーコード配列を有す
るオーバーハング領域を含む、いずれかの前記〔５５８〕に記載の方法。
〔５６０〕前記複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーの２つのデイジーチェーン接
続増幅プライマーが、２つのデイジーチェーン接続増幅プライマーバーコード配列を有す
るオーバーハング領域を含む、いずれかの前記〔５５８〕に記載の方法。
〔５６１〕前記複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーのオーバーハング領域が、異
なるデイジーチェーン接続増幅プライマーバーコード配列を含む、いずれかの前記〔５５
８〕に記載の方法。
〔５６２〕前記複数のデイジーチェーン接続伸長アンプリコンのデイジーチェーン接続伸
長アンプリコンが、２５０～１０００ヌクレオチド長である、前記〔５５３〕～〔５６１
〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５６３〕前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドの前
記シーケンシングデータを取得する工程が、前記複数のデイジーチェーン接続伸長アンプ
リコンのシーケンシングデータを取得する工程を含む、前記〔５４５〕～〔５６２〕のい
ずれか一項に記載の方法。
〔５６４〕サンプル同定のための方法であって、
　複数のサンプルの各々に由来する１つ以上の細胞を、複数のサンプルインデックス付加
組成物のうちの１つのサンプルインデックス付加組成物と接触させる工程であって、
　前記１つ以上の細胞の各々が、１つ以上の細胞成分標的を含み、前記複数のサンプルイ
ンデックス付加組成物の各々が、サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドに関連付
けられた細胞成分結合試薬を含み、前記細胞成分結合試薬が、前記１つ以上の細胞成分標
的の少なくとも１つに特異的に結合することが可能であり、
　前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、サンプルインデックス付加配列
を含み、前記複数のサンプルインデックス付加組成物の少なくとも２つのサンプルインデ
ックス付加組成物のサンプルインデックス付加配列が、異なる配列を含む工程と；
　前記複数のサンプルインデックス付加組成物の少なくとも１つのサンプルインデックス
付加オリゴヌクレオチドの前記サンプルインデックス付加配列及び複数のデイジーチェー
ン接続増幅プライマーに基づいて、前記１つ以上の細胞の少なくとも１つの細胞のサンプ
ル起源を同定する工程と、を含む、方法。
〔５６５〕前記少なくとも１つの細胞の前記サンプル起源を同定する工程が、
　複数のバーコードを用いて、前記複数のサンプルインデックス付加組成物のサンプルイ
ンデックス付加オリゴヌクレオチドにバーコードを付けて、複数のバーコード付きサンプ
ルインデックス付加オリゴヌクレオチドを生成する工程と；
　前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドのシーケンシ
ングデータを取得する工程と；
　前記シーケンシングデータ中の前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オ
リゴヌクレオチドの少なくとも１つのバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌ
クレオチドの前記サンプルインデックス付加配列に基づいて、前記細胞の前記サンプル起
源を同定する工程と、を含む、前記〔５６４〕に記載の方法。
〔５６６〕前記複数のバーコードを用いて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレ
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オチドにバーコードを付ける工程が、
　前記複数のバーコードを、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドと接触さ
せて、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドにハイブリダイズされたバーコ
ードを生成する工程と；
　前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドにハイブリダイズされた前記バーコ
ードを伸長して、前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチ
ドを生成する工程と、を含む、前記〔５６５〕に記載の方法。
〔５６７〕前記バーコードを伸長する工程が、ＤＮＡポリメラーゼを用いて、前記バーコ
ードを伸長して、前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチ
ドを生成する工程を含む、前記〔５６６〕に記載の方法。
〔５６８〕前記バーコードを伸長する工程が、逆転写酵素を用いて、前記バーコードを伸
長して、前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを生成
する工程を含む、前記〔５６６〕に記載の方法。
〔５６９〕前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを増
幅する工程を含む、前記〔５６５〕～〔５６８〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５７０〕前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを増
幅する工程が、ポリメラーゼ鎖反応（ＰＣＲ）を用いて、前記複数のバーコード付きサン
プルインデックス付加オリゴヌクレオチドを増幅する工程を含む、前記〔５６９〕に記載
の方法。
〔５７１〕前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを増
幅する工程が、前記分子標識配列の少なくとも一部及び前記サンプルインデックス付加オ
リゴヌクレオチドの少なくとも一部を増幅する工程を含む、前記〔５６９〕～〔５７０〕
のいずれか一項に記載の方法。
〔５７２〕前記複数のバーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドを増
幅する工程が、複数のデイジーチェーン接続伸長アンプリコンを生成するために、前記複
数のデイジーチェーン接続増幅プライマーを用いて、前記複数のバーコード付きサンプル
インデックス付加オリゴヌクレオチドを増幅する工程を含む、前記〔５６９〕～〔５７１
〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５７３〕前記複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーのデイジーチェーン接続増幅
プライマーが、バーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチド結合領域及
びオーバーハング領域を含み、前記バーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌク
レオチド結合領域が、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドのデイジーチェ
ーン接続サンプルインデックス付加領域に結合することが可能である、前記〔５７２〕に
記載の方法。
〔５７４〕前記バーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチド結合領域が
、２０～２００ヌクレオチド長である、前記〔５７３〕に記載の方法。
〔５７５〕前記複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーの２つのデイジーチェーン接
続増幅プライマーが、同一の配列を有するバーコード付きサンプルインデックス付加オリ
ゴヌクレオチド結合領域を含む、前記〔５７３〕～〔５７４〕のいずれか一項に記載の方
法。
〔５７６〕前記複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーが、同一の配列を有するバー
コード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチド結合領域を含む、前記〔５７３
〕～〔５７４〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５７７〕前記オーバーハング領域が、５０～５００ヌクレオチド長である、前記〔５７
３〕～〔５７６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５７８〕前記オーバーハング領域が、デイジーチェーン接続増幅プライマーバーコード
配列を含む、前記〔５７３〕～〔５７７〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５７９〕前記複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーの２つのデイジーチェーン接
続増幅プライマーが、同一のデイジーチェーン接続増幅プライマーバーコード配列を有す
るオーバーハング領域を含む、いずれかの前記〔５７８〕に記載の方法。
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〔５８０〕前記複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーの２つのデイジーチェーン接
続増幅プライマーが、２つのデイジーチェーン接続増幅プライマーバーコード配列を有す
るオーバーハング領域を含む、いずれかの前記〔５７８〕に記載の方法。
〔５８１〕前記複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーのオーバーハング領域が、異
なるデイジーチェーン接続増幅プライマーバーコード配列を含む、いずれかの前記〔５７
８〕に記載の方法。
〔５８２〕前記複数のデイジーチェーン接続伸長アンプリコンのデイジーチェーン接続伸
長アンプリコンが、２５０～１０００ヌクレオチド長である、前記〔５７３〕～〔５８１
〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５８３〕複数のサンプルインデックス付加組成物であって、
　前記複数のサンプルインデックス付加組成物の各々が、サンプルインデックス付加オリ
ゴヌクレオチドに関連付けられた細胞成分結合試薬を含み、
　前記細胞成分結合試薬が、少なくとも１つの細胞成分標的に特異的に結合することが可
能であり、
　前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドが、サンプルの１つ以上の細胞のサ
ンプル起源を同定するためのサンプルインデックス付加配列及びデイジーチェーン接続増
幅プライマー結合配列を含み、
　前記複数のサンプルインデックス付加組成物の少なくとも２つのサンプルインデックス
付加組成物のサンプルインデックス付加配列が、異なる配列を含む、複数のサンプルイン
デックス付加組成物と；
　複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーと、を含む、キット。
〔５８４〕前記複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーのデイジーチェーン接続増幅
プライマーが、バーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチド結合領域及
びオーバーハング領域を含み、前記バーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌク
レオチド結合領域が、前記サンプルインデックス付加オリゴヌクレオチドのデイジーチェ
ーン接続サンプルインデックス付加領域に結合することが可能である、前記〔５８３〕に
記載のキット。
〔５８５〕前記バーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチド結合領域が
、２０～２００ヌクレオチド長である、前記〔５８４〕に記載のキット。
〔５８６〕前記複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーの２つのデイジーチェーン接
続増幅プライマーが、同一の配列を有するバーコード付きサンプルインデックス付加オリ
ゴヌクレオチド結合領域を含む、前記〔５８４〕～〔５８５〕のいずれか一項に記載のキ
ット。
〔５８７〕前記複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーの２つのデイジーチェーン接
続増幅プライマーが、異なる配列を有するバーコード付きサンプルインデックス付加オリ
ゴヌクレオチド結合領域を含む、前記〔５８４〕～〔５８５〕のいずれか一項に記載のキ
ット。
〔５８８〕前記バーコード付きサンプルインデックス付加オリゴヌクレオチド結合領域が
、前記デイジーチェーン接続増幅プライマー結合配列、その相補体、その逆相補体、又は
それらの組合せを含む、前記〔５８６〕～〔５８７〕のいずれか一項に記載のキット。
〔５８９〕前記複数のサンプルインデックス付加組成物の少なくとも２つのサンプルイン
デックス付加組成物のデイジーチェーン接続増幅プライマー結合配列が、同一の配列を含
む、前記〔５８４〕～〔５８８〕のいずれか一項に記載のキット。
〔５９０〕前記複数のサンプルインデックス付加組成物の少なくとも２つのサンプルイン
デックス付加組成物のデイジーチェーン接続増幅プライマー結合配列が、異なる配列を含
む、前記〔５８４〕～〔５８８〕のいずれか一項に記載のキット。
〔５９１〕前記オーバーハング領域が、５０～５００ヌクレオチド長である、前記〔５８
４〕～〔５９０〕のいずれか一項に記載のキット。
〔５９２〕前記オーバーハング領域が、デイジーチェーン接続増幅プライマーバーコード
配列を含む、前記〔５８４〕～〔５９０〕のいずれか一項に記載のキット。
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〔５９３〕前記複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーの２つのデイジーチェーン接
続増幅プライマーが、同一のデイジーチェーン接続増幅プライマーバーコード配列を有す
るオーバーハング領域を含む、いずれかの前記〔５９２〕に記載のキット。
〔５９４〕前記複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーの２つのデイジーチェーン接
続増幅プライマーが、２つのデイジーチェーン接続増幅プライマーバーコード配列を有す
るオーバーハング領域を含む、いずれかの前記〔５９２〕に記載のキット。
〔５９５〕前記複数のデイジーチェーン接続増幅プライマーのオーバーハング領域が、異
なるデイジーチェーン接続増幅プライマーバーコード配列を含む、いずれかの前記〔５９
２〕に記載のキット。


	header
	written-amendment

